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エリート社長の偽装恋人は、ウブな傷心アラサー女子!?
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序章

悪女認定された夜











　十二月二十四日の夜。色濃い闇に覆われた空のもと、静寂が支配する浜辺にあらわれた一人の女性は、躊躇うことなく砂浜に座りこんだ。潮の満ち引きや雨風によって運ばれ、周囲に点在するゴミや、わずかに湿り気を帯びた砂が、奮発し購入した服に付着しても、彼女が気にする様子は無い。

　その瞳が見据えるのは、夜を知らせる空と境目が曖昧な海だけ。耳が拾うのは、絶え間なく満ち引きをくり返す波によって生み出される音のみ。

　華やかなイルミネーションの灯りがともり、恋人や家族連れが楽しげに笑い合いながら行き交う街中とは正反対の場所で、たった一人無言で海を眺め続ける。

　そんな女の脳裏に蘇るのは、今から数時間前に起こった出来事。




「……え？」

　ひっきりなしに人々が行き交う駅前。その一角で、佐伯さえき陽菜ひなが無意識に発した声は、瞬く間に人混みが奏でる騒音にかき消されていく。

「だから、何度も言わせんなって。俺は今、こいつと付き合ってるんだよ。だから、お前とはもう会わない。さっさと、どこかに行ってくんない？」

　対照的に、こちらを鋭い視線で睨む男の声は、やけにはっきりと陽菜の耳へ届いた。自然と彼女の脳は、伝達された内容を理解、認識しようとする。だが、すぐにその機能は滞り、脳内に分厚い壁が出現した。まるで、これ以上男の言葉を受け入れないと言いたげに。

　無意識に脳が拒絶を示す理由など、普段ならすぐ思い至るはずだが、今の自分には到底出来そうにない。

（どう、いう……こと？）

　陽菜は混乱してばかりの己をどうにか奮い立たせ、状況を理解しようと必死だった。

　一週間前、付き合って三年になる彼氏と、クリスマスイブの今日、デートをする約束をした。

　久しぶりに大好きな彼に会えることが嬉しくて、当日着る服を新調し、空いた時間を見つけ、メイクやヘアスタイルの研究も試行錯誤を続けた。そして約束の日。自分に出来る精一杯のお洒落をして待ち合わせ場所へやってきた陽菜が目にしたのは、自分以外の女性と仲睦まじく話し、彼女の肩を抱きながら「別れて欲しい」と告げる彼氏。

「ど、して……」

　気づけば、心の声が口から零れ落ちた。

　その呟きは、自分を煙たがる男の耳へ届いた様で、機嫌の悪さを隠さない表情のまま、彼は深々と眉間に皺を刻み、面倒くさそうに口を開く。

「お前と付き合ってた、俺の三年間を返せ。このクソ女！」

　突如男は声を荒らげたかと思えば、感情のままに暴言を吐きだした。そのまま、まるで大切な存在を守るかのごとく、肩を抱いていた女を自分の胸元へ抱き寄せ、陽菜を睨みつける。

　こちらが悪者だと言いたげなその声を耳にした道行く人々が、数人足を止め自分へ視線を向ける。

「えっ、ちょっとヤバくない？」

「うわあ……こんな日に修羅場とか最悪じゃん」

　哀あわれみを含む通りすがりの声と視線が、否応なしに突き刺さる。自分を含めた三人のうち、誰に向けられたものか、すぐにはわからなかった。

　いや、冷静に状況だけを見れば、大方自分達の周囲に留まる人々が味方するのはきっと、こちらを睨みつける男女に違いない。

　さながら陽菜は悪女という立ち位置だろうか。

　男の声は、一人、また一人と野次馬を増やすには十分で、見知らぬ人々から向けられる好奇な視線という刃は、容赦なく陽菜の心に目に見えぬ傷を残していった。




　のちに彼女は思う。公衆の面前に晒された状態で、気を失えば少しは気持ちが楽だったかもしれないのにと。

　しかし、あの状況で自らの心は、現実に留まることを選択したのだと。

　のちに彼女は思う。最低最悪のクズ男でしかなかった元カレだが、ほんの一欠片くらいなら、感謝の気持ちを贈ろうと。

　あの男が身勝手な理由で別れを切り出さなければ、クリスマスという名のもと、己へ舞い降りた奇跡に巡り合うことはなかったのだから。










第一章

海辺の夜風に誘われて











　嫌な記憶ほど鮮明に残るとはよく言ったものだ。ぼんやりと概要を思い返すだけと思っていたのに、気づけば公開処刑のような状況をしっかり思い出してしまった。

　思わず吐いたため息は、周囲を漂う冷気と混ざり合い、無色から白の霧へ変化し、そしてまた無へかえっていく。

「…………」

　昼間、太陽に照らされ光り輝いているだろう水面は、今は闇に覆われ空との境目すらわからない。時折浜辺に打ちつける波の音だけが、自分のいる場所を教えてくれた。

『あんた……本当に、大丈夫かい？』

　そっと瞳を閉じ、波音に耳を傾ければ、街中から自分を連れ出してくれたタクシー運転手のことを思い出す。連れ出してくれた、というのは少々語弊がある。あの場から逃げたい一心で偶然つかまえただけのタクシーだ。その運転手に行き先を尋ねられ「近くの海まで」と、たった一言伝えた記憶が蘇る。

　しかし、そこからの記憶は、どこか曖昧だった。

　近場まで、と気軽に移動する距離ではないため、四、五十代と思わしき運転手と、時折会話を交わした記憶はある。だが、それだけだ。彼と話をした内容について、陽菜はあまり覚えていなかった。今から逆算しても、一時間と経っていないはずなのに。

　そんな状況で、やけにはっきり思い出せるのは、ここへ着いた時、車を降りた自分を最後まで案じていた男の不安げな顔くらいだった。

（心配、させちゃったかな）

　今日初めて出会った赤の他人に心配されるほど、きっと自分は酷い顔をしていたのだろう。

　その事実に気づき無意識に自嘲したのか、次第に彼女の口元は歪な笑みを浮かべた。




『ほんと、何なんだよお前は！　今時、三十路手前で堅すぎるし、その歳じゃ、初心で片付けられる程可愛くもないんだよ』

　嫌な記憶など思い出さず、意図して楽しい記憶を思い返し、先程のことを忘れてしまおう。

　そう考えて思考の海に潜ったはずなのに、気づけばまた、彼氏だった男の激昂した顔を思い出す自分がいる。

　彼は自ら別れを切り出した後、散々これまで感じていただろう陽菜への不満を、本人にぶつけてきた。

　その内容の大半は、彼女の性に関する意識について。

　陽菜は十代の頃から、性に対し、いや恋愛に対し、どこか奥手な面があり、公衆の面前で自分を罵った男が、人生初の彼氏だったりする。二人の出会いは、友人に誘われ強制的に連れて行かれた合コン。男の方から積極的なアプローチがあり、陽菜は少しばかり流される形で交際を承諾したのだ。

　しかし、彼女は幸せだった。最初は戸惑いが強かった感情が次第に恋愛感情へ変わり、心の底から彼を好きになることが出来たのだから。

　彼の顔を見るだけで嬉しくなり、一緒に出掛けるだけで、この上なく心が弾んだ。

　しかし、楽しい日々を過ごしていたと感じていたのは自分だけ。それを、男の口から吐き捨てられる暴言という形で、陽菜は知ってしまった。

　触れるだけのキスをしたくらいで赤くなるなと男は怒った。

　どちらかの家へ泊まった際、ベッドの中へ誘っても一向に頷こうとしなかったことを、男は怒った。

　どうやら彼は、陽菜の貞操観念が気に喰わなかった様だ。

『うわ、あり得ないんだけど』

　男の罵詈雑言を聞いてか、隣にたたずむ女は信じられないと口を開き、陽菜をバカにしてケラケラと大笑いする始末。

　一連のことで、陽菜の記憶に正確に刻まれていた場面はここまで。

　彼女はこれまでも、そしてこれからも知ることは無い。

　クリスマスイブの修羅場を面白がり、自分達に好奇の視線を向けていた野次馬達の声を。彼女を悪女と言わんばかりに批判めいた言葉を発していた口から、陽菜に対する哀れみの声が零れていたことを。




（よりによって、どうして……）

　どうせなら、タクシー内でのことを思い出せればと良いのに、くり返し脳内と視界にフラッシュバックするのは、元カレに罵られた一連の出来事。

　忘れたい、忘れなきゃ、と必死に頭を振り幻となった姿を消そうとする。しかし、こびりついた汚れのごとく、記憶の中で自分を見つめニタニタと笑う男女の姿は消えてくれない。

　耳障りな幻聴が聞こえると、心の中にほの暗い感情が宿った。幻覚が自分を指さし盛大に笑い始める様子を見れば、湧き上がる感情の沸点が急降下し、グラグラと煮えたぎる。

『お前と付き合ってた、俺の三年間を返せ。このクソ女！』

　一際強烈に蘇る記憶。それは、この三年間で初めて聞いた男の怒号。

「……っ！」

　すると次の瞬間、陽菜はずっと座りこんでいた砂浜の上に、勢いのまま立ち上がった。砂地特有の足場の悪さなど気にせず、彼女は力強く両足を踏ん張り自分の身体を支える。

　そして体内から湧き上がる熱を感じながら、大きく息を吸い込んだ。

「男なんて、大っ嫌いだー！」

　そのまま彼女は叫んだ。体内に溜まった熱くどす黒い感情を追い出すように、感情に任せ、静まり返った海へ向かい吠えていた。

「はぁ……っ、はぁ……」

　人生で初めてと思うほど、大きな声が出た気がする。ここが街中ではなく、人気のない海だったことに心底安堵しながら、陽菜は乱れた呼吸を整えるため、その場に立ち尽くしたまま肩を上下させる。

　叫び声は頭の中にまで響き、彼女の脳を揺さぶる程刺激を与えたようで、再び砂の上へ座りこむ簡単な動作さえ思いつかない程、頭の中は一瞬にして白く変わっていた。

　たった一言、思いの丈を叫んだだけで、あんなにも重苦しかった心と身体が軽くなった気がする。それだけではなく、気づけば忌ま忌ましい男の顔までが、綺麗さっぱり消えているのだ。

　脳裏を埋め尽くす白が、今この時だけだったとしても構わない。今はただ、何も考えずにいたいと願う自分の夢を、自らの手で叶えられたことに、陽菜は一人安堵し、ここへ来て初めて白く染まるあたたかな息を吐いた。

「ぷはっ！」

「……っ！」

　すると次の瞬間、自身のものとは到底思えない低音が聞こえ、彼女は息を呑む。そして、空耳であることを祈りながら、ぎこちない動きで首をまわし、声がした方向をふり向く。

　陽菜の瞳がとらえたのは、街灯すらない闇夜のもとに揺らぐ一つの影だった。

　視覚から脳へ送られる様々な情報は、彼女に多大な困惑をもたらす。

　クリスマスイブの夜。こんな寒空の下海を見に来る人物など、自分以外いないと思っていたのに、視線の先では己の口元を手で覆い、肩を震わせ笑う第三者がいた。

　己の視界に入り込んだ見ず知らずの人間を前に、意識が数秒遠のきかけた。




　どうやら今日は、神様の機嫌がとことん悪いらしい。そうでなければ、この仕打ちはあまりにも残酷すぎる。

　陽菜が見つめる先で、自分と同じく砂浜にたたずむその人は、今しがた己が拒絶したばかりの性をその身に宿す人なのだから。







「い、いきなりごめん。でもさ、あまりにも可笑しくて……クスクス」

「あ、あの……ええっ、と！」

　突如陽菜の目の前にあらわれた見ず知らずの男。彼が最初に発した言葉は、こちらに対する謝罪だった。

　しかし、その身体は小刻みに震え続けている。

　何かが、彼の中にある笑いのツボを刺激したのかもしれない。そのせいで、笑いたくないと思う男の意思に反し、身体が言うことを聞かない。

　なんとも理不尽な現象が男の身に起こっている現実を前に、陽菜は混乱するしかない。

　自分一人しかいないと思っていた海辺に突如あらわれた他人は、己が拒絶を示した"男"という存在。そんな彼から声をかけられたことにぎょっと目を見開いたのも束の間、腹を抱え笑う男を前に、ふと冷静な思考が現実を告げてくる。

　十中八九笑いのツボを刺激したのは他でもない自分であり、そのトリガーは男を断固拒絶したあの叫びだということを。

「わ、忘れてください！　さっきのことは、今すぐに！」

　まさかアレを聞かれていたなんてと思えば、瞬く間に頬が火照りだす。

　コートの袖を握りしめ、今にも俯きそうになる衝動を堪えながら、陽菜は男へ懇願の声を発した。

「頑張る、けど……しばらくは難しい、かなあ……ぷっくく」

　彼女の願いとは裏腹に、男の笑いが止まる様子は無い。しかも、こちらが焦る程、男の震えが増す様な気がするから厄介だ。

　自分の言動一つ一つが、目の前にいる彼に新たな笑いを提供するようなもの。

　それに気づいたのは、頬を撫でる冷たい海風のおかげだろうか。やけに頭の中がスッと冴えわたる感覚は、羞恥で昂った全身の体温を冷やしてくれる。

　一際熱を放つ頬だけを、まるで避けるように冷えていく体温を感じながら、陽菜は口を閉ざし、男の視界から逃げたい一心で顔を伏せ俯く。

　たった数時間の間に、自分は一体何度羞恥という荒波に揉まれなければならないのかと、無意識にため息が零れる。その吐息は、己の耳に届くよりも先に、一定のリズムを刻む波音と、最初の頃より幾分マシになった男の笑い声により、あっという間にかき消された。




　陽菜が口を閉ざした効果もあってか、男の笑い声は次第に終息へ向かう。

　その後、ようやく落ち着きを取り戻した男は、改めて面と向かって陽菜と対峙し、不躾にも笑ってしまったことを謝罪し、頭を下げてくれた。

　こちらも、彼にとって耳障りでしかない叫びを聞かせたことを謝罪する。

　すると、出会って間もない男女が、互いに頭を下げる滑稽な状況に、どちらともなく小さな笑い声を零したことで、どこか緊張感が残っていた空気が和む。

「すっかり名乗るのが遅くなってごめん。俺は真野まの智人あきひとっていうんだ」

「こちらこそ、すみませんでした。私は佐伯陽菜と言います」

　お互いに名乗りあい、ほぼ同時にペコリと頭を下げる。そこでようやく、激しく波打っていた陽菜の心は落ち着きを取り戻し始め、目の前にいる男、智人を冷静に認識していく。

　その時、これまでずっと柔和な雰囲気を纏っていた智人の視線が、不意に鋭くなったことに気づく。

「佐伯さん、ごめん。ほんの一瞬だけで構わないから……君の手に、触れてもいい？」

「へっ？　……あ、はい」

　また何かやらかしたかと不安を抱く陽菜だったが、彼女の耳に届いたのは叱責の言葉ではなく、何故かこちらをうかがうような声色のもの。

　予想外な出来事の連続に、頭の中が若干置いてきぼり状態になりつつある。そんな最中、智人の言葉を、数秒遅れで理解しつつ彼女は自問自答を繰り返した。

（どうしてこの人、急に手なんて。ちょっと怖いけど……最悪、逃げれば大丈夫、よね）

　眉を下げ自分を見つめる男を視界の端に留め考えるのは、最悪な状況について。万が一腕を掴まれた時は、男の不意をついて拘束を解き、全力疾走すれば少なからず希望を見出せる、といまだ戸惑いが残る己に言い聞かす。

「ど、どうぞ」

　相手に悟られぬよう、小さく息を吐き己に喝を入れた陽菜は、ぎこちない動作で彼の前へ自身の右手を差し出す。

　こちらを見下ろす智人、差し出した己の手、そこへゆっくりと近づく彼の左手。その三点を忙しなく行き来する視線に、若干酔いそうになりながら、陽菜は固唾をのんで相手の動向を観察した。

　一分後。自身の左手とこちらを数回見比べた智人は、一人満足した様子で頬を緩める。しかし、陽菜の方は新たな混乱を招いた男の行動に首を傾げるしかない。

　結果から言って、彼女の心配はすべて杞憂に終わった。

　智人は宣言通り、陽菜の手に一瞬触れただけで、懸念を抱くような行動を取らず彼女を解放してくれた。

　駅前の件ですっかり疑心暗鬼になり、男に対する警戒心が一層強くなっていたせいか、何もない事に安堵する反面、智人に対する疑念は尽きない。

「よかった……あたたかい」

　そんな時、大層嬉しそうな男の呟きが聞こえ、困惑のあまりさまよわせていた視線を、つい彼の方へ戻してしまった。

　すると驚いたことに、男は一層頬を緩ませ、自身の左手を見つめていた。開閉をくり返すその手は、まるで何かの感触を確かめているようにも見えてしまい、疑念と困惑が増していく。

「あっ！　ご、ごめんね急に、こんな。気持ち悪かったよな。本当に、ごめん！」

　一連の行動から導かれる答えは、いくら考えたところでわからなかった。その疑念が無意識に表情に出ていたのか、怪訝な顔で陽菜が首を傾げると、それを見た智人はぎょっと目を見開き、またペコペコと頭を下げ始める。

「だ、大丈夫、です」

　見ているこちらが驚くほど、必死な謝罪をくり返す姿に、新たな困惑を抱きながら、陽菜は、一先ず落ち着いて欲しいと彼に訴えた。

　顔を上げた智人は、どうにも決まり悪いようで、しきりに己の頬や後頭部を掻きながら、時折気の抜けた笑い声を発し、こちらを見つめる。

「あの……私の手に、何かありましたか？」

　出会って間もない男を危険視していた陽菜だったが、彼の言動からは悪意が感じられないと思うようになり、まるで自身の考えに対する決め手を求めるように、気づけば問いかけていた。

　男に投げかけたのは、自分一人ではきっと答えを見つけられない問題の答え。

　その声を聞いた智人は、一瞬目を見張ったものの、すぐにどこか気まずさを滲ませる目線で忙しなく宙を見上げた。

「その、さっきまでの君が……このまま消えちゃいそうだったから……」

　そして意を決し真っ直ぐ陽菜を見つめた彼は、おもむろに口を開き、彼女が求める言葉を紡いでくれる。最初こそはっきりした口調だったが、次第に言葉を濁されてしまい、二人しか居ない海辺にも関わらず聞き取りづらさを感じた。

　自分の言いたいことを言い終わった彼は、また後頭部をガシガシと掻きむしる。

　隠しきれない苛立ちを発散させる様なそれは、もしかしたら智人が無意識にとった行動なのかもしれない。

　なんて、どこか冷静に状況を分析する己がいたことに、陽菜は驚いた。だが、そんな彼女の心は既に幾多の感情という波に飲み込まれかけている。

　陽菜の見つめる先にいるのは、いまだ落ち着きなく小刻みに身体を揺らす智人だ。絶え間なく左右に動くそれが、彼の心をあらわしているように思えてならない。

　思い出すのは、先程男がこちらを見つめ紡いだ言葉達。その瞬間、彼の顔に浮かんだひどく悲しい色が、夜空の下にも関わらずはっきり見え、陽菜の視線を釘付けにした。




　もしかしたら智人は、こんな時間に一人で海を眺める陽菜を見つけ、彼女が自ら命を絶つ未来を想像したのかもしれない。そして今しがた、自ら陽菜の手に触れ確認したのだ。彼女が、生きている証を。

「……っ、うっ、グスッ……うぅ」

　出会って間もない男の手から零れた優しくあたたかい欠片が、一つ、また一つと繋がり二人を繋ぐ。

　互いに名前しか知らない間柄、いやそれすら知らない頃から自分へ向けられた智人の想いに陽菜は動揺を隠せない。

　瞳から溢れ出る雫を止める術を持たない彼女は、家を出る前念入りに施したメイクが崩れることすら気にせず目頭を熱くする。

　智人から向けられたそれは、ここ数年感じたことのない異性からの優しさだった。










第二章

異性運ゼロの語らい











　初対面の異性を前に、数々の失態をおかし続けること三十分。

　涙を流したことで、ようやく頭がスッキリした陽菜は、己の言動をふり返ると共に激しい後悔に襲われ頭を抱えていた。

「はあ……」

　再び砂の上へ座りこみ、膝を抱えながら、もう何度目かわからないため息を吐く。相変わらず吐き出した息は視界の端を白く染め、耳は波の音を嫌でも拾い続ける。自分が現在いる場所を五感がはっきりと教えた。

「はい、これ。良かったらどうぞ」

　暗闇に紛れる海を見つめていれば、意識まで飲み込まれそうになる。そんな彼女の視界は、不意に頭上から降り注いだあたたかな声と共に遮られ、無意識に落ち着く和の色に染まった。

　パチリと瞬きした直後、顔を上げれば目の前にしゃがみ微笑む智人と目が合う。彼は自分に向き合ったまま、こちらにペットボトルのお茶を差し出してくれた。

「未開封だから安心してね」

「あり、がとう……ございます。あ、そうだ。お金」

「お金なんて気にしなくていいから」

　たどたどしい手つきで差し出されたものを受け取った瞬間、真っ先に頭を過ったのは飲み物の代金だった。慌ててそばに放置していたバッグへ手をのばそうとするが、制する声に思わず取っ手にかけた手の動きが止まる。

　もう一度彼の方を見れば、相変わらずの笑みで「俺が勝手に渡しただけだから、遠慮しないで」と頷いてくれた。

　強引に代金を渡そうとしても、きっとこの人は受け取ってくれない。そう考えた陽菜は、再度智人に感謝の言葉を伝え、手渡されたペットボトルをギュッと胸元に引き寄せる。

　その様子に満足したのか、彼は目を細めながら立ち上がると、何も言わず陽菜の隣へ座りこんだ。

「真野さんの、飲み物は？」

「俺はこれがあるから平気だよ」

　せっかくの厚意を無下に出来ず、だからと言って自分だけ飲み物をもらうのも気が引ける。陽菜が隣を向き問いかければ、そんな彼女の心を察するかのように、彼は片手に持っていたペットボトルを掲げる。飲みかけのコーヒーが入ったそれを目にした瞬間、無意識に安堵にも似た吐息を吐き出していた。




　智人からもらったお茶を一口、しばらく間を置いてまた一口と喉を潤すも、いまだ現状に対する困惑が消えない陽菜は、すぐそばにいる存在へ自ら声をかけられずにいる。

　普通の人なら、こんな夜更けに一人海を眺めている女に声などかけないだろう。正直自分が第三者の立場だとしたら、心配こそするが、ここまで親切にするかどうかは謎である。理由もわからず突如目の前で泣きだされては猶更だ。

　陽菜の中で智人は、普通とはかけ離れた不思議な存在と位置付けられた。

　そんな彼から渡されたペットボトルは、まだほんのりとあたたかく、枯れ果てた心と身体を潤し、言葉では言い表しにくい想いを、胸の奥で芽生えさせ燻らせる。

「こんな時間に、こんな場所へ女の子がたった一人で来るなんて……何かあったの？」

　この状況で、自分はどう行動すべきかを悩むことしばし、時折聞こえるかすかな波音が混じる静寂は、智人の問いによって破られた。

「……聞いても、楽しくない話ですよ？」

「いいよ、それでも。君の気持ちが少しでも晴れるなら、こんなおっさんでも、聞き役くらい出来るからさ」

　ちらりと視線を横へ向ければ、小首を傾げ頷く彼の笑みが目につく。

（本当に、この人……なんなの）

　お人好しにも程があるだろうに。そんな呆れを吐息に乗せ吐き出した陽菜は、再びお茶で喉を潤したのち、ポツリポツリとこれまでのことを語り始めた。




『実は、先程彼氏から公衆の面前で別れを切り出されまして……』

　智人にとっても自分にとっても、衝撃でしかない告白を皮切りに、陽菜は自分の身に何が起きたかを話していく。

　駅前での一件、元カレとなった男との出会いなど、口を開けば言葉がポロポロと零れた。

「エッチは、結婚した後に……一生添い遂げたいと思える人が相手じゃないと、したくないんです。こういう考え方が時代錯誤だってことは、わかってるんですけど……」

　隣に座る男は、時折、驚愕や呆れの混じった相槌を打つが、話の腰を折るような真似は一切せず、到底面白いとは思えぬ陽菜の告白を聞いてくれた。

　そのお陰もあってか、話をしながら陽菜自身も頭の中で状況を整理することが出来た。

　無意識に海を目指したのは、あの男から離れたい想いが強かったからだろう。そして一番の理由は、クリスマス一色に染まる街中から逃げ出したかったからかもしれない。

「恋人とか、正直しばらくは要らないかなーと思って。あ、でも……周りの対応とかが面倒ですよね、絶対……」

　最後の方は、ただ愚痴をこぼしただけのような気がする。そんな思いを抱きながら、陽菜は心の中に残った最後のしこりを外へ出そうと、大きく溜め息を吐いた。

　そのまま、立てた膝の上に顎を乗せながら、今後についての懸念をぼやく。

　この三年間、自身に彼氏が居たことは、仕事先の同僚や友人達の間では周知の事実。しかし、今日別れを切り出された事により、現在陽菜は独り身となった。

　きっと、いつまでも別れを隠し通すことは出来ないだろう。だからと言って、今日のことを馬鹿正直に話す気には到底なれない。

　自分がフリーだと知られれば、お節介な女性達により、やれ合コンだ、なんだと連れ出される未来が容易く想像出来てしまうから困る。

「真野さんは、どうしてここに来たんですか？」

　今日は色々と精神を削られ疲れた。難しいことは、明日以降考えれば良いと、陽菜は気持ちを切り替える。すると、自分と同じように、こんな夜更けに海を訪れた智人の精神状況が心配になり、気づけば隣を向き、首を傾げていた。

　彼の言葉を借りる訳ではないが、夏とは真逆な季節、そして星が地上を見守る時間帯に、こんな場所を訪れたということは、何かしら特別な理由があるように思えた。友人と共にではなく、たった一人で。

　考えられる様々な可能性が脳内を交差していく。

　そして、愚痴を聞いてもらったお返しに、彼の愚痴も聞いてあげられれば、なんて気持ちで発した数十秒前の自分の言動を激しく後悔した。

「俺の方も……凄くつまらない話、なんだけどね？」

　しかし、そんな陽菜の気持ちに気づくことなく、こちらを向いた男は力が抜けそうな笑みを浮かべ口を開いた。

　その始まりは、陽菜が発した言葉に似ていた。違っていたのは、男の口調。

　深刻さが漂う口調で語った彼女とは対照的に、智人は茶目っ気たっぷりに小首を傾げ、己がこの場へ来た理由を語り始めた。




　手始めにと、智人はコートのポケットから名刺を一枚取り出し、陽菜の前へ差し出してきた。

　社会人の条件反射で思わず受け取ったそれに、彼女は戸惑いの視線を落とす。そして瞬く間に瞳を見開いたかと思えば、手元にある名刺と、苦笑交じりに微笑む男の顔を幾度となく見比べた。

（しゃ、ちょ……え、真野さんって社長さんなの？）

　智人から渡された名刺に印字されていたのは、日本に住む人間なら誰もが知る、最近急成長中の大企業の社名だった。そして手のひらサイズの紙の中心には、一際目立つ文字で真野智人の名前が記され、その左上には控えめに代表取締役社長の文字が並んでいる。

　失礼かと思いながら、手元にある名刺と、智人の顔を交互に指さし、つい首を傾げ無言で問いかけた。そんな彼女の仕草に、彼は嫌な顔一つせず何度も頷き、彼女の頭の中で不安定に揺らぐ事実を肯定してくれた。




　陽菜の顔に塗りのばされた困惑は、時間が経つにつれ消えるどころか濃くなる一方。

　己の正体を明かした智人は、数分前の陽菜と同じように、こんな時間に海へ来た理由を語ってくれた。

　三十五歳で独身だという彼のもとには、ここ数年で、いくつも見合い話が舞い込んでくるらしい。立場上の問題と前置きした彼は、男として心底嬉しくないモテ方をしているとも話してくれた。

　自分へ近づいてくる女性達は皆、智人の地位と財産を目当てにしている。

　見合いを勧めてくる同じ会社の幹部や、取引きを通じ知り合った男達もまた、自身の娘や親戚の女性を介し、智人と繋がりをつくろうと下心満載の顔をしている。

　会社が軌道に乗り、年々業績をのばすにつれ、己に向けられる下心の嵐に、心底嫌気がさしたと、彼は力ない笑みを浮かべ吐き出した。

「本当はね……今日、出席しなきゃいけないパーティーがあったんだよ。でも、行くのが嫌になって……仮病使って、ここへ逃げちゃった」

「えっ！　社長さんが出なきゃいけないパーティーなのに……いいんですか？　仮病まで使って……」

「いいの、いいの。どうせ参加した所で、社長とか重役とかの娘さんゴリ押しされるだけだから」

　度重なるカミングアウトに唖然とする陽菜だったが、智人がこの場へ来た経緯を聞き、更なる驚愕をおぼえ、つい今まで大人しかった口元が活気づく。

　だが、そんな彼女の心配をよそに、智人はあっけらかんと笑い、心配するなとひらひら己の手を胸元で振りだした。

「…………」

　次々と明かされる陽菜には想像もつかない現実を知りながら、彼女が辛うじて平静を保てているのは他ならぬ智人のおかげだろう。

　彼が終始明るいテンションで己の愚痴を吐露したため、不安定な心が引きずられずに済んだのかもしれない。

　今年二十九歳の誕生日を迎え、もうすっかりアラサーだと嘆いた時期もある。しかし、目の前にいる三十代半ばの男を見れば、不思議と自分はまだ子供のように思えてならない。

　もしも二人の立場が逆だったなら、自分は智人のように相手を気遣えただろうかと自問自答し、心の中ですぐに首を横に振る。

　こちらは欠片すら持ち合わせていない大人の余裕を存分に発揮する男を前にし、言葉では言い表せない不思議な感覚を抱く。しかし、それらに不快感などはまるで無く、戸惑いのみを与えられた気がした。

「社長さんって、何不自由なく優雅に暮らしているものとばかり思っていたんですが……大変なんですね」

　隣に座る男の顔を無言で凝視する陽菜は、しばらくすると感慨深そうに声を発する。

　これまで、雲の上の存在でしかなかった社長が目の前にいる現実。そんな状況で彼女が感じたのは、衝撃より憐れみに近い感情だった。

　自分の何十倍も様々なことを背負う男の気丈な姿を前に、胸の奥がズキリと痛む。

「優雅なんて全然。社員達の仕事状況を把握しなきゃいけないし。取引先とのつながりを太くするために接待しなきゃいけないし、それこそムカつく相手にニコニコしなくちゃならないし……色々あるんだよ？」

　再び男が口を開けば、肩を竦めながらウィンクを一つこちらに飛ばし、己が置かれている状況を面白おかしく話し始める。

　彼がおどけるたび、陽菜の心をじりじりと焼けるような痛みが襲う。その原因を、彼女はこの時気にも留めていなかった。







　互いの内にあるものをすべて吐き出した二人は、出会った頃よりもどこか表情がスッキリしている気がした。

　それぞれの話が終われば、共通の話題など無い彼女達の間に流れるのは沈黙だけ。

　大して親しくない相手との沈黙など、苦痛でしかないはずなのに、隣に座る男が発する穏やかな空気に包まれた陽菜は、この沈黙をさほど苦にしていない。

「私も真野さんも……異性運に恵まれませんね」

　ここへ来た頃より、海の色が更に闇へ染まっていくのを眺めていた時、意識せず独り言ともとれる言葉が口から零れ落ちた。

「本当にね。今頃世の中の恋人や夫婦、家族なんかはあたたかい場所で、楽しく笑い合ってるんだろうな……」

　陽菜の独り言は、すぐそばに居る智人の耳にも届いた様で、彼は律儀に言葉を返してくれる。

　今日はクリスマスイブ。街には夜遅くまで明かりが灯り、一際賑やかなイルミネーションが彩りを添える。そこで人々は笑い合い、目の前にいる相手と一緒に楽しい時間を過ごしているのだろう。

　その状況に比べて、自分達はどうだ。完全と言って良い程真逆ではないか。

　寒空の下、満足な明かりすら無い海で、意味合いこそ違うが恋愛から逃げた男女が並び座っている。

「私達、何やってるんでしょうね……ははっ」

「いつまでもこんな所に居ないで、せめてどこか近くの建物入れって感じだよね……あはは」

　どうやら向こうも、自分の置かれた状況と世間とのギャップに気づいたらしい。

　ポツリと呟いた言葉をきっかけに、笑い声をあげれば、すぐ隣からも同じように声が上がる。

「ま、真野さんってば、サラッと正論を言わないでください！」

「最初に話を振ってきたのはそっちでしょう？」

　相手への文句とも言い切れない軽口を叩き合いながら、二人は尚も笑い続ける。

　車など滅多に通らない海辺で、声をあげて笑う男女。そんな二人を注意する者などもちろん居らず、陽菜と智人は腹を抱え、寒風が吹く空へ高らかと己の笑い声を響かせた。




　人間、笑うだけでも相当な体力を消耗すると気づいたのは、ようやく笑いがおさまり始めた頃のこと。

　運動などしていないにも関わらず、息が切れ酸素を求め普段より呼吸が速くなる。

　こんな状態になるまで大笑いしたのは、一体いつぶりかと考え、すぐに思い出せない程だと納得する。

　いたく久しい感覚、そして思考に気づく陽菜の口角は、無意識に弧を描いた。そして彼女が一際強く意識させられたのは、これまた長い間忘れていたホカホカと心地良いぬくもりで満たされる自身の心。

「ねえ、佐伯さん。俺……いい事思いついちゃった。異性運が無い俺達の状況を好転させるための画期的なアイディア」

「はい？」

　今日という記憶は散々なものしか残らないと思っていたが、最後に少しばかりは良いモノを脳裏に刻めたかもしれない。なんて自然と頬を緩める彼女の耳に届いたのは、これまでより一層力強い智人の声だった。

　突然の言葉に、思わず声のした方をふり向けば、彼はキラキラと瞳を輝かせている。これまで滲み出ていた大人の余裕はすっかり消え去り、少年に逆戻りしたような姿に、陽菜は困惑する。

　この人は唐突に何を言い出すのかと疑問を抱かずにいられない。しかし同時に、現状を好転させるアイディアなる彼の言葉に興味を抱いたのも事実。

　改めて隣へ意識を向けると、智人は飼い主の許しを待つ犬のように、ソワソワとどこか落ち着きない様子でこちらを見つめ続けている。もちろん、その瞳に宿る輝きは失われていない。

　話を聞くだけなら大丈夫と思い、陽菜は「何ですか、それは」と首を傾げ、彼に続きを促した。

「俺と佐伯さんが恋人同士のフリをすればいいんだよ」

　すると、一度大きく頷いた智人は、自信たっぷりに自ら考案した策を口にする。

「……へ？」

　十数秒後、耳に届いた言葉の意味を必死に理解しようとする陽菜だったが、すべてを受け入れるよりも先に、なんとも間の抜けた声が口から零れ落ちた。










第三章

狭間の関係を何と呼ぼうか











　真野智人なる人物と、ある意味衝撃的な出会いを果たしてから約三か月が経った。

　もうすっかり年は明け、年度末すら明けようとしている三月下旬。とある平日、陽菜は自身の勤め先で仕事をしていた。

　あまり大きいとは言えない会社の一社員として、今日も彼女はデスクでパソコンのキーボードへ指を滑らす。

　無駄口など一切叩かず、時折無意識に耳が拾う電話のコール音を聞きながら、彼女の瞳はパソコン画面に映し出された文字を追いかける。

　そんな彼女の頭の片隅に蘇るのは、三か月前、夜の海で起きた出来事の記憶。







『俺と君が恋人になった場合、君のメリットは二つ。一つは、元カレと別れた理由や元カレの話を友達にしなくていいこと。女の人って、昔の恋より、現在進行形の恋バナとかに喰いつきやすいかな……っていう、俺なりの推測。メリット二つ目は、合コンとかの誘いが無くなること。流石に彼氏持ちの子を合コンに誘う人はいないでしょう。友達との飲み会とか、面倒だなって思った時も、俺の名前を出していいよ。今日はデートだからごめん、みたいな』

　突如偽りの恋人関係を提案してきた男は、自らの提案を有利に進めようとしているのか、唖然とする陽菜の前でプレゼンを始めた。

『俺の方も、彼女がいることを公言すれば、下心満載なお誘いと見合い話を遠ざけられる。君も、お友達関係の厄介事を遠ざけられる。ね？　いい事尽くめでしょう？』

『は、はぁ……』

　意気揚々とプレゼンを終えた彼は、若干のドヤ顔でこちらを見つめ、すぐにその双眸を細める。

　彼の言うメリットが現実化すれば、確かに陽菜にとっては願っても無い状況だ。

　会社の同僚や友人達、その多くは女性。女は恋にまつわる話が大好きなのだ。

　どうせ声に出さなければいけないのなら、元カレとの暗い思い出よりも、偽物とは言え新たな恋人との楽しい日々について語った方が、こちらの精神状況もいいはず。

　だからと言って、この提案を安易に受け入れて良いものかと、陽菜は頭を悩ませる。

『あっ！　恋人のフリって言っても、実際に付き合ってくれ、なんて言わないから安心して。佐伯さんは、自分の隣に、真野智人って恋人の透明人間がいる、くらいの認識してくれればいいから』

　すると、こちらの不安を見透かすように、彼は言葉を続ける。考えこむあまり、いつの間にか足元へ向けていた視線をあげれば、そこには両手を己の顔の真横へ掲げ、微笑む男が居た。まるで何もしないと主張するような態度に、陽菜は智人の思惑が余計わからなくなった。




『とりあえず……今日はもう帰ろうか。遅い時間だし、君さえ良ければ自宅まで送るよ』

　その後、すぐ答えが出せず戸惑いの色を濃くする陽菜にかけられたのは、相も変わらない優しい声だった。

　勢いのまま海まで来たまでは良いが、冷静になれば帰宅手段を考えていなかった自分に気付かされる。これでは本当に、智人が危惧していた未来が現実になっていたかもと、彼女は己の失態に呆れ返った。

　たった数時間の間、散々世話になっておいて、今更一人で帰るから放っておけ、などと言えるわけもなく、陽菜は男の誘いに頷くしか道は残されていなかった。

『……っ』

　浜辺近くに止めてあった智人の車。その助手席へ乗り込んだ陽菜は、ダイレクトに鼻へ届く不快な匂いに気づき、無意識に眉をひそめた。覚えのあるそれの発生源を探そうと瞳を動かせば、すぐに彼女は原因を突き止める。

　助手席と運転席の間に置かれた車用の灰皿、蓋が閉まらないのではと目を疑いたくなる程山盛り状態で放置された煙草の吸い殻が、嫌でも目につく。

『あの……少しだけ、窓を開けても構わないですか？』

『え？　別に俺は構わないけど、窓なんて開けたら、車の中が寒く……って、ああっ！』

　車内にこもった匂いを消したい一心で、運転席にいる彼にお伺いをたてると、こちらの意図を理解しきれないのか、智人が首を傾げる。しかし、数秒黙り込んだ彼は、突如驚いた様子で声をあげる。

　そしてすぐさま、二人の間にある灰皿へ手をのばした。

『ご、ごめん！　俺、全然気づかなくて』

　智人は慌てた様子でそれを持ち上げると、後部座席の足元に置かれたゴミ箱へ中身を捨て、袋をきつく縛り匂いを遮断する。続けざまに四か所の窓すべてを開け放ち、すぐさま空気の入れ替えをしてくれた。

『佐伯さんは、煙草苦手？』

『どちらかと言えば、苦手……かもしれません。あっ！　だからって、真野さんに吸わないで欲しいというわけじゃないですよ。私自身が煙草を吸わないせいか、ちょっと匂いに敏感なだけなので……』

　二人が会話を続ける間、夜風が車内を巡り、籠もっていた嫌な臭いを連れ出してくれる。

　そんな最中、再度、申し訳ないと溜め息混じりの謝罪をする智人。

『こちらこそ、気を遣わせちゃって。窓、開けていただいて、ありがとうございます』

　その姿に、陽菜は謝罪と感謝を口にする。

　淀んでいた空気をすべて入れ替えた後、二人を乗せた車は静かにその場を走り出した。







　陽菜の自宅へ向かう道中、時折彼女達は言葉を交わすものの、ほとんどの時間を無言で過ごす。その間、陽菜は頭の片隅で、智人から告げられた偽りの関係について考え続けた。

『さっきの話……真野さんは、本当にいいんですか？　相手が私でも』

　部屋を借りているアパートが見える路肩に止まった車内で、陽菜はおもむろに口を開いた。

　彼の行ったプレゼン内容を思い返し、これからの事を含め、どちらを選択すべきか悩んだ。散々迷った結果、二択の答えをそれぞれに乗せた脳内天秤は、現在一方へ大きく傾いている。その割合、約八割。

　しかし、このままではいけない。十割にならなければ、自信を持って目の前にいる彼に伝えられない。中途半端な返事をしては、智人に失礼なだけだ。

　あと一言、決定的なものを求め、彼女は数十分ぶりに運転席の智人へ視線を向ける。

『それはもちろん』

　期待していた言葉はもらえた、と思う。しかし、後に続く彼の言葉は、決断しかけた意志を容赦なく揺らがせ、彼女に動揺を与えた。

『でも、佐伯さんが少しでも嫌だと思ったら、俺に遠慮せず断ってくれていいよ。周りを欺くためとは言え……こんなおじさんが彼氏とか、嫌だろうし』

（この人は、一体何がしたいの？）

　いきなり、偽の恋人になろうと提案してきたと思えば、君が嫌なら止めようと、一貫しているのか否かわからない言葉を紡いでばかり。

　これまでの発言の核とも言える、彼の根底にあるモノが何か、陽菜にはさっぱりわからなかった。

『どうして……恋人のふりをしよう、なんて、言ったんですか？　私じゃなくても、真野さんなら、他に……』

　彼の言動に隠された思惑を知りたい一心で、彼女は尚も問いかける。

　智人は事あるごとに、自身をおじさんと卑下する。確かに、二十代男性のような若々しさは若干薄れているものの、その顔を見れば、普通にイケメンと称される部類であるのは確かだ。

　良い意味で成熟している。渋さが出てきた。そんな表現が当てはまるだろうかと、内心首を傾げ、運転席へ向けた視線を固定する。

　彼は確かに言った、女性が言い寄ってくると。いくら下心込みの感情と言っても、嫌悪を抱く男に、女性がそのような言動をするとは、どうしても思えない。

　言ってしまえば、彼は選び放題の立場にいる。たとえそれが、偽りの関係だとしても。

『なんて言うのかな、こう……ビビッと来るものがあったんだ。異性運ゼロ同士のシンパシー……みたいな？』

　口を開いた智人は、どこか曖昧な物言いをしながら小首を傾げ、少しばかり垂れた両目を細める。

　自分へ向けられた穏やかな視線を感じながら、陽菜は一人物思いにふける。

　この数時間で、彼は自分にたくさんの言葉と、そこに混ぜ込んだぬくもりをくれた気がする。それらは、冷え切った彼女の心身を徐々に温めていき、殻の中に閉じこもっていた心を外へ出す手伝いをしてくれた。

　それは陽菜にとって初めての感覚だ。むず痒さや戸惑いと共に、彼が自分へ向ける優しさを嬉しいと感じるようになった。

　しかし、同時に思うことが一つ。

　この人の優しさは、どこか緩さを併せ持つ気がしてならない。そして、その言動を受け取る度、彼女はかすかな不安を抱く。

　本当に自分は、彼と関わっていて良いのだろうか。そして、彼自身も、このままで本当に大丈夫なのかと、正と負のごとき真逆な感情が、己の中で揺らめいているのがわかった。







　散々悩んだ結果、最終的に陽菜は智人の提案を受け入れることを決断し、二人は偽りながら恋人というつながりを持った。

『恋人と別れて、即新しい恋人が出来た……っていうのは、少し体裁が悪いから、お友達に告げるタイミングは佐伯さんの方で調整をお願い』

　なんて、こちらの体裁まで気にしてくれる智人の言動には、付き合って三か月経った今でも、時折戸惑いを感じている。




　仮にも付き合うのだからと、連絡先を交換した二人は、ほぼ毎日メッセージのやりとりをしている。決まって朝と夜にどちらともなく送るのは、今日も一日仕事を頑張れという応援と、お疲れ様という労いの言葉だ。

　気づいた方が先にメッセージを送り、それを見たら相手へ返信する。どちらが始めたかすら覚えていないそれは、最早二人にとって一つの習慣だ。

　また、陽菜が新たな恋人の存在を知人達に匂わせてからというもの、二人はメッセージのやりとりだけではなく、実際に一緒の時間を過ごすようになった。

　恋人同士がまったく会わないのはおかしい、という建前の理由。そして、陽菜の新恋人に興味を抱く女達からの質問を往いなす際の彼氏情報、並びに交際状況のベースを築いておきたいという本音からだ。

『はい、今週も一週間お疲れ様。カンパーイ』

『お疲れ様です。乾杯』

　とは言っても、彼女達が共に過ごす時間に甘さは一欠片も無い。基本的に、どちらかの家に集まり、宅飲みという名の愚痴大会を開くのが恒例である。

（社長なのは知ってるけど……こ、こんな高級マンションに住んでるなんて、聞いてない！）

　初めて智人が住むマンションを訪れた際、陽菜はその外観を見上げ、しばし唖然と固まったのは、仕方がないことだ。

『真野さん、帰っていいですか？』

『ええっ！　どうしたの急に。もしかして、何か急用が？』

『いえ、あの……急用は無いし、お酒もおつまみも買ってきて、準備万端、ではあるんですけど……』

『じゃあ、遠慮なく入ってきてよ。少しだけ待ってて。今、入り口のロックを解除するから……』

『無理です、無理です、無理です！　一般人の私が、こんな場所に足を踏み入れるなんておこがましいです！』

　そのままでは道行く人達の邪魔になると、電話越しに訴える智人の声を聞く陽菜だったが、彼女は断固としてその場を動かなかった。自分には一生縁のないだろう建物を前にし、すっかり怖じ気づいてしまったのだ。

　それからしばらく二人の言葉による攻防は続くものの、状況は好転せず、最終的に陽菜は、苦笑いを浮かべ、エントランスまで下りてきた仮の彼氏様に連行されて行った。

　その夜、彼女は終始ガチガチに緊張してしまい、今となっては記憶すらあやふやになっていたりする。




　それ以来、しばらくの間、二人が愚痴をこぼす場所は陽菜の家ばかりだった。

　自分のわがままに付き合わせて申し訳ないと、平謝りする彼女。しかし、その様子を見ても智人は嫌悪感を出すことなく「行ってみようかな、と思う時はいつでも言って」と笑ってくれた。

　毎日やりとりするメッセージや、直接顔を合わせての愚痴大会。智人と接点を持ち始めてから、恋人というにはどこか物足りず、どちらかと言えば友人、酒飲み友達として一定の距離を保つ二人。

　それらは陽菜にとって、未知の刺激をくれる日々へ変わっていく。

　元カレと付き合っていた時、些細なやりとりなどで、毎日のように連絡を取り合った記憶はあまり無い。しかし今、自分は関係を正確に言い表せない男と、あの頃以上に繋がっている。

　彼とのやりとりを面倒に思うことは無い。それどころか、智人が可愛らしいスタンプを送ってくれば、無意識に笑いを零す自分がいる。

　飲み会の時にも、もっぱら喋り続けるのは自分で、彼はただ適度に相槌を打ち、こちらの意見に同調してくれる。それだけで終わらず、時には的確なアドバイスをくれることもあるので、大助かりなのだ。

　海辺で出会った夜から、真野智人の人柄は何一つ変わらずにいる。いつも優しく、気さくに接してくれる彼は、時に茶目っ気たっぷりに陽菜を笑わせ、時に親身になって相談に乗ってくれる。

　そんな人柄が、多くの部下達から信頼される証しであると同時に、邪よこしまな感情を持つ人々につけ入られる隙なのかもしれない。そう思うと、つい彼の事が心配になった。

　少しずつ人となりを知るたび、心に纏わりついていた不安や緊張、戸惑いが徐々に消えていく。大会社の社長としてではなく、ただの真野智人を相手にしていれば、陽菜の心はこれまで感じたことが無い程軽く、心地良いぬくもりで満たされていった。




『え、恋人の定義？』

『そうです。私達は、仮とは言え恋人同士なわけで……でも、改めて聞かれると、違う気がするんです』

　その夜も、互いに仕事の愚痴をこぼしながら酒を飲み、主に陽菜が作ったおつまみを食べていた。ふと会話が途切れたと思えば、彼女は唐突に小難しい話題を口にする。

　そのまま、ポツリポツリと己の思考を吐露する陽菜の考えをまとめると、一般的な恋人達がするような行動を、自分達は一切していないことに気づき、それが気になる、ということだった。

　発端は、同じ日の昼休憩時。陽菜の新恋人に興味津々な同僚達が口にした「二人はいつも、どういう所にデートに行くの？」という問いかけ。

『け、結構インドア派な人だから、もっぱら自宅デート、かなあ……』

　なんて咄嗟に切り返した陽菜だが、改めて指摘された事で、智人と恋人らしいことを一切していないと意識させられた。

　元々の約束もあり、現状実際の恋人関係になることは無い。そうは言っても、二人で会う機会が、自宅デートとは名ばかりの宅飲みだけでは、いかがなものかと疑問を抱いたのだ。

『それじゃあ……今度の休みにでも、二人でどこか出掛けてみる？』

　常日頃恋バナを欲する女性達を前に、これからもずっと自宅デートで押し通すのも、と酔った頭で思い悩む陽菜。そんな彼女に救いの手を差し伸べたのは、またしても智人だった。

『行きたい場所とかある？　買い物に行ってもいいし、見たい映画があるなら映画館でもいいし……確かに、毎回どっちかの家で酒飲んでるだけじゃ、飽きちゃうよね』

　そう言って彼はケラリと笑う。元はただ恋人ネタを求めての発言でしかなかった言葉は、しばし転がり続けた後、缶ビール片手に微笑む男の、甘く、どこかむず痒さを感じる誘いを引き寄せてくれた。




　その夜、二人は久しぶりに愚痴以外の話題で盛り上がり、陽菜と智人の休みが重なる日、一緒に出掛けることが決定した。

『わあ、綺麗……』

　初デートの場所として彼女達が選んだのは、テレビ番組で度々取り上げられる人気の水族館。

　約束の日。陽菜は、小さい頃両親と共に来た場所より広く、立派な水族館を訪れることが出来たためか、珍しくはしゃいでいた。

　まるで初めて水族館へやってきた子供と同じように、通路を囲む水槽内を泳ぐ魚たちを見つめる。

『智人さん、智人さん！　あそこに、大きなエイがいます！』

　水槽内を優雅に泳ぐ一際大きな生物に気づけば、彼女はすぐそばにいる男のコートを引っ張る。

『あ、本当だ。陽菜ちゃん、よく知ってるね』

　そんな彼女の言葉につられ、気づけば智人の視線は陽菜が指し示す方を向いた。

　出会った当初は互いを名字で呼び合っていた二人。しかし、共に過ごす時間が増えるにつれ、いつの間にか相手を下の名前で呼ぶほどに、彼女達の距離は縮まっていた。

『前にテレビで水族館特集を見て……って、智人さん、どうかしました？』

　一度目を離した巨大エイへ視線を戻し、過去の記憶を呼び起こす陽菜。そんな彼女が再び隣に居る智人を見上げれば、彼は、至極楽しそうに口角をあげながら自分を見つめていた。

　何故、水槽内を泳ぐ生き物ではなく、こちらを見つめているのか。コテンと小首を傾げる陽菜の様子を目にした彼は、小さな笑い声を発し口を開く。

『あ、いや……なんだか可愛くて、つい』

　そう言ってはにかんだ後、周囲に居る多くの見物客に混じり、智人は巨大水槽を興味深そうに眺める。

（確かに、ちょっと笑ってる顔みたいで可愛いかも）

　その動きを追いかければ、二人がたたずむ場所のすぐそばにある水槽内をエイが優雅に泳ぐ。その裏側にある白い部分に浮かぶ笑顔に、つい陽菜の口元も緩んだ。

　その日一日、智人と水族館を満喫した陽菜だったが、彼女は気づいていない。彼が口にした「可愛い」という単語が、何に向けられていたのかなど。







（宅飲みも楽しいけど、また智人さんと一緒にどこか行けたらいいな……）

　仕事の手を休める事無く、陽菜は、ここ三か月で起きた怒涛とも言うべき日々に想いを馳せる。

　そんな彼女の意識を現実へ引き戻したのは、壁掛け時計が発する正午を知らせる音楽。

　キリの良い所で一旦手を止め、データを保存し、パソコンの電源を落とした陽菜は、そのままデスクから離れ、更衣室を目指した。

「佐伯さん、これから一緒にお昼いか……」

「すみません、今日はお弁当持って来ていて」

　更衣室にある自分のロッカーから、自前のお弁当が入った巾着袋を取り出す陽菜の耳に、自分の名を呼ぶ声が届いた。

　声がした方をふり向けば、すっかり顔馴染みになった同期や先輩が集結している。その先頭に居るのは、皆のリーダーとも言える先輩女性社員だ。今の声はきっと彼女に違いないと思いつつ、何故それは途切れてしまったのかと、陽菜は数秒頭を悩ませる。

　しかし、先輩の視線が自分の手元へ、さらに言えばその手中にある巾着袋をとらえていると気づいた瞬間、申し訳なさのあまり自然と謝罪の言葉を零していた。

　彼女達は皆、普段から陽菜と親しくしてくれるメンバーだ。そして現在、彼女の新恋人に関する情報を欲している者達とも言える。

　彼女達の手には、それぞれ財布や携帯電話、またはそれらが入っているだろうポーチが握られており、これから会社の外へランチに出掛けることを匂わせていた。

（今日、お弁当にして良かった）

　陽菜が今日弁当を持参したのは単なる偶然だが、皆と共にランチへ行けば、間違いなく話題の中心にされる。そんな確信めいた未来を想像すると、心の中で苦笑いを零す自分がいた。

　ロッカーの扉を閉めながら、空いた腕に弁当箱の入った巾着袋を抱きかかえる。

　そのまま「ランチしたお店の感想、後で教えてくださいね」などと言いこの場を立ち去れば、一先ず目の前の危機から遠ざかれるはず、なんて考えていた。

　しかし、そんな彼女の思考を先読みするかのように、先輩は新たな一手を打つ。

「そっかあ、佐伯さんは今日お弁当か。あ、それなら今夜は空いてる？　久々に皆で女子会しましょう」

　唐突な女子会開催のお知らせだ。仕事終わりという事は、昼休憩の限られた時間以上の拘束、並びに尋問が待っているに違いない。

（い、いきなり女子会って……しかも今夜とか急すぎるでしょう！）

　陽菜は唐突過ぎる出来事の連続に、内心軽いパニックを起こしかける。

　今は昼間、そして先輩が口にした女子会の開催日時は今夜。あまりにも急すぎる。

　皆それぞれ予定があるはずだ。きっと、この場に居る全員が揃わず女子会予定は流れると、現実から目を背けるように、陽菜は期待を込めた推測を立てる。

　自分勝手な憶測にどこかホッとしながら、無意識に俯いていた顔を上げる。すると彼女の瞳に映ったのは、キラキラと期待に満ち溢れた眼差しで、互いに頷き合う同僚達。

（え？　まさか……嘘でしょう）

　予想のはるか斜め上を行く現状を目の当たりにし、陽菜はピクピクと引きつる口元の制御で手一杯になった。




「……はあ」

　更衣室の一件からおよそ十分後。陽菜はすっかり人気のなくなったデスクに戻り、大きなため息を吐く。

　きっと同僚達は皆、思い思いの場所でお昼を食べているのだろう。他に誰も居なくて良かったと安堵しながら、彼女は「いただきます」と胸の前で手を合わせた。

『きょ、今日は彼が家に来る約束をしていて……だから、ごめんなさい！』

『うっ……そ、それじゃあ仕方ない。今度は絶対だからね』

　自動販売機で買ったお茶を飲みつつ思い出すのは、数分前、同僚達の前で苦し紛れについた己の嘘。流石に彼氏との約束を持ち出されたことで、向こうも引くしかなかったらしく、女子会予定は見事に流れていった。

　陽菜の中で、同僚達との女子会は、合コンに誘われるよりは気楽であり、気が向けば参加しても良いくらいに位置づけされている。

　しかし、ここ最近は、その順位が危うい状況が続いていた。

　先程の更衣室で起きたことを思い出せば、今回の女子会で話題の中心席へ座らされるのは十中八九自分だっただろう。

　少し前にも女子会とは名ばかりの飲み会で、散々、智人との関係や一緒に過ごす時間について質問責めにあったというのに、彼女達はもう新たなネタを欲しているらしい。

　前回は、一緒に水族館へ行った直後だったため、その日の様子などを話題として提供した記憶がある。

　それ以降は特に代わり映えの無い日々が続き、恋バナに関する新ネタストックは空のままだ。

（今日、智人さんが家に来るって言っちゃったし……一応、報告しておいた方がいいかな）

　本当の意味で、突如目の前にあらわれた危機を脱したと言うのに、弁当のおかずを摘まむ陽菜の表情は暗い。

　先程の切り抜け方では、一時しのぎにしかならないとわかっているからなのか、彼女はまた小さくため息を吐き、デスクの上に置いた携帯電話を手に取った。

『同僚の人達に、突然今夜の女子会に誘われてしまいました。でも面倒だったので、智人さんが家に来ると言って、お誘い断っちゃいました。今夜、お暇ですか？』

　一時食事の手を休め、陽菜は智人宛てのメッセージを打ち込む。この関係を始める際、彼が話していた状況が現実化したことに驚きを感じつつ、送信ボタンをタップする。

「あ、こんな所に居たか。佐伯さん、ちょっといい？」

「は、はい！」

　携帯電話から手を離した陽菜は、そのまま、ほとんど手をつけていない弁当へ視線を向けた。しかし、それから数分後、入り口から自分を呼ぶ男性社員の声が聞こえ、彼女は自分の時間を再び中断せざるを得なくなる。

（あれ？　そう言えば……智人さんを誘わなくても、報告だけで良かったんじゃない？）

　そんな彼女が、智人へ送ったメッセージで己が犯した失態に気づくのは、午後の業務が始まった後。慌ててお手洗いに立つと言って席を離れ、訂正の文面を送信しようと試みるが、時すでに遅し。

『ごめんね、今日はちょっと外せない用事があって……行けたとしても、遅くなっちゃうかも』

『こちらこそ、突然ごめんなさい。智人さんが実際に来る必要は無いって、今気づきました。早とちりしちゃって申し訳ないです。お仕事頑張ってくださいね。でも、無理はしちゃダメですよ。智人さんの愚痴は、また後日たっぷりお聞きします』

　智人とのやりとりが記録されているメッセージ欄を開けば、昼間自分が送ったメッセージの横には既読マークが表示されており、それに対する彼からの丁寧な返事が送られてきた後だった。

　陽菜はこの場に居ない男に対し、心の中で何度も平謝りをくり返しながら、謝罪の文面と、彼へのエールを手早く送信し、自分のデスクへ戻っていった。




　時は流れ翌朝。目覚めた陽菜が最初に気づいたのは、身体の節々に感じる痛みだった。

「あたた、どうして身体が痛いの……ええっ！」

　痛みが一際強い腰や肩をさすりながらその場に起き上がると、今度は己の目に飛び込んできた光景に驚愕する。

　慌てて室内を見回すが、それはただでさえ混乱中の脳内を引っ掻き回すだけ。なんと彼女が目覚めたのは、寝室にあるベッドの上ではなく、リビング中央に鎮座するソファーの上だった。しかも身につけているのは、普段就寝時に着るパジャマではなく、昨夜着ていた部屋着のまま。

「い、一体何が……あっ」

　脳内に浮かぶ疑問符の嵐に圧倒され、謎が謎を呼ぶ事態に頭を抱える陽菜。そんな彼女の目に留まったのは、床に転がる割と大きなイルカのぬいぐるみだった。

　それは、以前智人と水族館へ行った際、帰り際に買ってもらったものだ。抱き枕代わりにしたら、なんて興味を惹かれたものの、サイズ的にも値段的にも自ら手を出そうとは考えていなかった。

『初遠出記念って事で』

　そんなイルカを、あの人は笑顔でプレゼントしてくれたのだ。

　あれ以来陽菜は、毎日就寝時にはベッドの上にこの子を置いて眠っている。他にも、手元が寂しくなった時などには、意味もなく抱きしめ、気持ちを紛らわせているのだ。

（そう、言えば……）

　床に横たわったイルカを持ち上げ、抱きかかえると、次第に昨夜の記憶が蘇ってくる。

　仕事を終え、再度女子会へ誘われることなく無事に帰宅した陽菜は、普段通りに過ごしていた。夕食を済ませ、風呂に入り、翌日の朝食、並びに弁当の下準備を終えた彼女は、冷蔵庫にあったチューハイを飲みつつ、テレビを眺めた。

　普段よりその内容が頭に入らないことを特に気にせず、彼女は佐伯家の住人となったばかりのイルカを抱きかかえ、ソファーの上で寛いでいた。

『智人さんが来たり、しないかな？』

　イルカの顔が自分の方を向くように抱え直し、気づけば小首を傾げ、無意味と思いながら願望をぬいぐるみ相手に吐露する。

　日中目にした智人からのメッセージに対し、自ら来なくても平気と返したくせに、お人好しな彼ならもしかしてと、あの時陽菜は淡い期待を抱いてしまった。

　それから一時間、二時間と、時計の針が進む間待ち続け、きっと自分はいつの間にか眠ってしまったのだろう。

「はは……馬鹿みたい」

　部屋着のままリビングで朝を迎えた謎。その全容を理解した途端、数時間前の自分が急に愚かに思え、いつの間にか歪んだ口元から冷めた笑いが零れた。




　己の失態をいつまでも悔やんでいてはダメだと、陽菜は出来るだけ思考を切り替え、いつもと変わらない平日の朝を過ごす。

　身支度を済ませ、テレビでニュースと天気を確認しつつ朝食を食べた後は、スーツに着替え出社するだけなのだが、壁にかけられたカレンダーを見た彼女は、慌ててキッチンの片隅に置いてあったゴミ袋を掴み玄関へ向かう。

（す、すっかり忘れてた！）

　イルカの謎に振り回された陽菜は失念していた。今日が、資源ごみの回収日だということを。

「家を出る前に思い出せて良かった……あれ？」

　その後、自宅アパートから少し離れた場所にあるごみ置き場へ駆けた彼女は、いくら慌てていたとは言え走らなくても良かったと若干の後悔を抱きながら、数分前に飛び出した自宅へ戻ってきた。

　すると、家の中へ入ろうとドアノブへ手をのばすよりも先に、そこにかけられたビニール袋が目につく。

　家を出た時に、こんなものがあっただろうか。もしかしたら、ゴミ出しの事しか頭になく、気づかなかっただけかもしれない。

「何だろう、これ……」

　単に誰かの悪戯か、アパートの部屋を間違えただけか。気味の悪い中身だったらどうしようと、様々な思考が脳内で交差する。

　このまま中身を確認せず捨てた方がいいかとも考えたが、後々モヤモヤするのは自分だと、陽菜はドアノブへのばしかけた手で、恐る恐る袋の持ち手を掴む。そのまま持ち手の片方をノブから外すと、彼女は徐にその中を覗き込んだ。

「えっ？」

　己の視界に映り込むモノを認識し、しばし呆気にとられた。どんな気味の悪いモノが入っているかと戦々恐々していたにも関わらず、そこにあったのは、二本の缶チューハイと、数種類のつまみだけ。

　危険が無いとわかり、袋ごとドアノブから外した彼女は、改めてその中身を確認する。チューハイの缶、そしておつまみが入った袋、どちらも未開封のものばかりだ。これは一体どういう事かと新たな疑問を抱けば、袋の底に白い紙きれを見つけ、今度はそちらを手に取る。

「あ……」

　片手で重みのある袋を持ちながら、もう片方の手にはメモ用紙と思わしき白い紙。陽菜は、手元へ落とした視線がとらえる文字を見つめ、すべてを悟った。

『一人であんまり飲み過ぎちゃダメだよ。近いうちにまた愚痴大会しようね』

　メモを手にしたまま、陽菜はもう一度袋の中身を確認する。改めて見れば、そこにある缶チューハイは二種類とも自分が好んでよく飲んでいる味のもの。おつまみは、いつもあの人が持参するものだった。

　そして、一緒に入っていた紙に綴られているどこか癖のある文字。差出人の名など無くても、それらすべてがある人を示すことに、彼女は気づいたのだ。

『ごめんね、今日はちょっと外せない用事があって……行けたとしても、遅くなっちゃうかも』

　電話で直接話したわけではなく、ただ画面上で文字をやり取りしただけだというのに、彼から送られたメッセージが、不思議と頭の中で彼の声色と共に蘇る。

　あんなことを言っておきながら、智人は来てくれたのだ。いつも陽菜の家を訪れる時のように、差し入れを持参して。

　もしかしたら、リビングの明かりに気づき、呼び鈴を押したかもしれない、ドアをノックしたかもしれない。

　それらの音に、きっと自分は気づかず眠りこけていたのだ。

　せっかく彼がわざわざ訪ねてきてくれたのに、何も反応出来なかった。それだけではなく、彼に気を遣わせてしまったことがこの上なく心苦しい。

「智人さん……」

　気づけば、数時間前にはその場にいただろう人の名を呼んでいた。わずかな熱と愁いを含む声は、爽やかな朝の空へ消えていく。

　ほんのり熱を孕む頬に気づかず、陽菜は目を伏せ、ビニール袋を持ち直し、智人からのメモと共に己の胸元へ抱きかかえる。

　その姿はまるで、新たな贈り物に歓喜する乙女のようであることを、当の本人は気づいてすらいなかった。










第四章

アルコール警報発令中











　智人の予告なき訪問から約半月が経ったとある週末。陽菜はこの日、翌日が休日ということもあり、通い慣れつつある真野家にお邪魔していた。

　二週間前、智人がメモに残した愚痴大会を開催するため、二人の予定を擦り合わせた所、今日と言う結論に至った。

「智人さーん、おつまみ用のお皿、いくつか出してもらっていいですか？」

「はい、はーい」

　キッチンを占拠し、炒め物の入ったフライパンを軽くあおり、時折視線をトースターへ向ける。彼女の口から放たれた指令を、ここの家主である彼は嫌がることなく受け入れ、そそくさと食器棚からいくつか皿を見繕う。

　そんな後ろ姿を数秒確認した彼女は、コンロの火を止め、フライパンを持ち上げる。そのまま、調理台に智人が並べた皿から一つを選び、そこへ出来上がったばかりの料理を盛りつけ始めた。

「うーん、いい匂い。流石、陽菜ちゃん手慣れてるね」

「あんまり手の込んだものは作れませんから、大袈裟に褒めないでください」

　料理から立ち上る香ばしい匂いに頬を緩める彼の言葉に、陽菜は思わず肩をすくめる。すると今度は、智人の方が納得できないと言いたげに顔をしかめた。

「大袈裟じゃないよ。俺の家で呑む時も、陽菜ちゃんの家で呑む時も、料理全般任せきりにしてるのは事実だし」

「それを言うなら、お酒と食材の買い物全般を智人さんにお任せしちゃってる私もどうかと思いますけど……」

　申し訳ない、と頬を掻く男の言葉に、陽菜は首を横に振り、普段から胸に巣くうモヤモヤをポロリと吐き出す。

　二人が一緒に酒を飲むときはいつも、智人が酒や出来合いのつまみ、食材などを用意し、陽菜がその場にあるもので料理をする。それぞれの役割は、話し合いなどせずいつの間にか決まっていた。

　二人分のつまみを作るなど、元々料理が好きな自分にとって何の苦にもならない。そんな自分に対し、智人は毎回自腹で様々な物を買いこんでくれる。余った場合は、彼の晩酌や食事に流れるとは言え、毎回の出費はかなり痛いだろう。これまでに何度か、折半をさせて欲しいと持ち掛けたのだが、彼は頑なに拒否する。

　今回もきっとそうだと理解しながら、空になったフライパンをシンクの中へ置き、軽く汚れを流すため蛇口のレバーをあげる。

「陽菜ちゃん、トースターのやつ、お皿に盛っちゃっていい？」

「え？　は、はい。お願いします」

　かれこれ数十分の間に自身が作ったつまみを思い返しつつ、まずはこんなものかと考えていると、不意に少し離れた場所から声が飛んできた。

　慌ててふり返れば、先程まで加熱のために煌々とオレンジを発していた家電の蓋はすでに開かれており、その傍らには菜箸と皿を手にたたずむ智人の姿がある。

　どうやら、トースターを使い調理していたもう一品が出来上がった様だ。彼の申し出を理解し頷くと、智人は何故か嬉々としてトースターでこんがり焼かれたヘルシーから揚げを箸でつまみ、皿へ移していく。

（から揚げ、そんなに好きなのかな？）

　その様子に疑問を感じながら、あちらは家主に任せ、自分は目の前の敵を片さなければいけないと、陽菜の視線と意識はすぐにシンクへ集中した。

　汚れと荒熱を水道水で軽く流したフライパンを、食器用洗剤を馴染ませ泡塗れにしたスポンジを使い洗っていく。

　手を休めずトースターの方をふり向けば、から揚げの載った皿を智人がリビングへ持って行く所だった。

　自分にばかり料理をさせて申し訳ないと言う彼だが、何もせずただ酒と料理を満喫しているわけではない。

　手伝いをお願いすれば、嫌な顔どころか喜んで雑用をこなしてくれるし、最近では出来ることはあるかと率先してお伺いをたててくる。それは、どこか母親の手伝いをしたがる子供のようにも見えるが、こんなことを言っては失礼だと、陽菜は頭の中に浮かんだ想像を、必死に脳の最深部へ押し込んだ。




（あ。また減ってる）

　調理器具を洗い終え、シンクに飛び散った水滴を布巾で拭い、やり残したことはないかとキッチン内を歩き回っていた時、窓際の目立たない場所に隠された灰皿を見つけた。

　それは、陽菜がこの家を訪れるようになってから、毎回目にしているもの。

　出会った日に車内で見かけた吸い殻の量から、智人がヘビースモーカーなのは明白だった。あの日、煙草の匂いが苦手と確かに言ったが、彼の喫煙量にまで口出しした記憶は無い。

　しかし、真野家のキッチンを使うようになってから、彼女は毎回まるで存在を隠すかのようにキッチンの隅へ追いやられた灰皿を見つけてしまう。それだけではない、発見回数を重ねるたび、反比例のごとく吸い殻の本数が減っているのだ。

　以前、自宅ベッドの中で何故かと首を傾げかけた彼女は、ある重要な事柄に気づいた。

　彼の自宅でも、己の自宅でも、そして外出先でも、彼は一本たりとも大好きな趣向品を口にしていないことを。

『智人さん……煙草、私のことは気にせず吸っていいですよ？』

『ん？　大丈夫だよ。流石の俺だって、四六時中吸ってるわけじゃないから』

　もしかして、こちらに気を遣って吸うこと自体を我慢しているのかと思い、申し訳なさのあまり話を振ったことがある。しかし、返ってきたのは、見ている方の気が抜けそうになるヒラヒラと揺れ動く大きな手と、それに同調する男の声だった。

　あの言葉が本心なのか、それとも単なるやせ我慢なのか、正直なところ陽菜にはよくわからない。

　智人の趣向に口出しする気は無いが、煙草を嗜まない身として、身体に害をなす物という印象が強い。そのせいか、目の前にある灰皿が示す通り、少しずつでも彼の喫煙量が減っていれば良いと、つい小さな希望を抱いてしまう。







　酒の肴を作り終え、ようやくリビングへ腰を落ち着けた陽菜は、智人が発した乾杯の声に倣い、チューハイと氷の入ったグラスを宙へ掲げる。

　その後、ビールで一度喉を潤した彼は、一旦グラスをテーブルの上へ置き「いただきます」と律儀に両手を合わせ、箸と取り皿を持ちテーブルに並んだつまみへ手をのばした。

　つまみは本来、酒の合間に箸をのばす料理のイメージがある。しかし、彼にとっては料理の合間に酒を飲む。そんな印象を陽菜は抱いていた。智人がいつも美味しそうに食べてくれるため、料理をする側としても力が入り、つい作りすぎてしまう。

　だが、それらを咎められたことは無い。食べきれなくても「後で食べさせてもらうね」と言われるため助かっている。

（明日の朝ご飯、どうしようかな）

　智人を真似て両手を合わせ「いただきます」と発した陽菜も、自分の前にあるチューハイ入りのグラスへ手をのばし、喉を潤してから食事を始める。テーブルに並んだ品々を見てまず思うことは、翌朝のメニューについて。

　平日は翌日のことを考え、各々酒量を抑える二人だが、週末の宅飲みとなれば、そのストッパーは容易く外れる。

　翌日の仕事など気にせず、気の向くまま飲み食いをする陽菜と智人は、基本開催場所となった家に寝泊まりすることが多くなった。

　すっかり酔いが回った陽菜を心配し、智人が泊まっていくよう提案したことが始まりだった。それを覚えていた陽菜は、週末飲み会が自分の家で開かれた際、まったく同じ提案を彼に持ち掛けた。

　最初はお互い遠慮していたが、今ではすっかり「今日もお世話になります」と挨拶一つで了承する間柄である。

　とは言っても、そこは偽物の恋人同士。就寝時は毎回別室だ。

　彼の自宅ではリビングにある簡易ベッドへ変形するソファーに、陽菜の家では客人用の布団をリビングに敷いて、智人はいつも眠りについている。

　一方の陽菜は、何故か彼に押し切られる形で、どちらの家であってもベッドに横たわることがほとんどだ。流石社長宅にあるものは値段や質まで違うらしく、自宅のベッドとは比べ物にならない寝心地の良さに、毎回複雑な感情を抱いている。

「…………」

　きっと今日も、自分はこのままここに泊まるのだ。そして朝になれば、使い慣れてきたキッチンで、二人分の朝食を作る。それが、週末の決まり事のようなもの。

「やっぱり、陽菜ちゃんが作る料理で酒を飲むのは最高だね！」

　今日のメニューから、明日の朝に使いまわせる物は無い。それなら冷蔵庫に何が残っていたかと考えていれば、ご機嫌な家主の声が耳に届く。

　智人は毎回、陽菜がどんな料理を作ろうと、嬉しそうに食べる。彼女自身、人様に提供出来る最低ラインの美味しさはあると自負しているが、こうも毎回手放しで褒められると少々気恥ずかしい。普通ですよ、と何度も言っているが、決まって彼は首を横に振り、とても美味しいと口を開く。少し垂れ目な瞳をこれでもかと細めた優しい笑みを添えて。

「今日もご飯、要りますか？」

「お願いします！」

　自分達の周囲に漂い始めた、こそばゆい空気に耐えられず、陽菜は新たな品を提供するお伺いを立てた。それは、少し前から彼女が始めた問いかけである。

　酒の肴として料理を摘まむのではなく、さながら夕飯のごとき勢いで料理を口にする男を前に、気づけばそんな問いを口にしていた。

　そのせいもあり、たとえどちらの家であっても、二人が共に過ごす夜はいつも炊き立ての白米の芳醇な匂いが彼女達の食欲を刺激する。







　今日もしっかり夕食を済ませた後、二人は揃ってテーブルの上を手早く片付けていく。残った料理を陽菜が保存容器に移し冷蔵庫へ入れている間に、智人は使った食器類の後片付けをしてくれる。ここでも、彼は率先して動いてくれるため、大助かりだ。

　その後、テーブルの上にわざと残した料理の一部と、ビールやチューハイの缶を並べた陽菜たちは、本格的な飲み会へ移行していく。

　家主が買い溜めておいたおつまみストックも登場し、すっかりテーブルの上は酒飲み達の宴会場と化す。

「……って、取引先からクレーム入ったんですけど。ミスしてるの、向こうなんですよね。それなのに、こっちは悪くない、の一点張りで」

「ああ、そういうのあるよね。うんうん……」

　今日も陽菜は、仕事中に受けたクレームに対する愚痴を零す。それを嫌な顔一つせず、親身になって聞き、頷いてくれる智人。

　二人が出会った日からずっと、自分に対する彼の態度は、どこか一貫しているように思えた。社長という肩書きを振りかざすことなく、その立場さえ本物かと疑いたくなる程、自分に対する智人の態度はごく普通だった。

　陽菜がどんな愚痴を零そうと、嫌悪感を露わにせず、いつもこちらの味方につき話を聞いてくれる。彼女が困っていれば、一人では思いつかないような解決策を提示してくれる時もある。

　そんな人と定期的な交流を始め数か月。いつも隣にいてくれる彼と過ごす時間は、気づけば自分にとってこれまで味わったことの無い心地良いひと時に変わっていた。




　心の中に溜まっていたものを吐き出したせいか、それとも明日が休みという解放感のせいか、テーブルの隅にまとめられた空き缶の量が平日より多い気がする。

　普段よりスルスルと喉へ流し込まれる酒の甘味を感じながら、陽菜は智人と並んでソファーに腰かけ、テレビを眺めていた。

『どうして僕の気持ちをわかってくれないんだ！』

『そんな事言われたって、わかる訳……っ！』

　話題が無くなれば、二人でぼんやりテレビを見る。それが、いつものパターンだ。

　今画面に映し出されているのは、二時間ものの単発恋愛ドラマ。今話題になっている若手俳優、若手女優達を主役に起用し、視聴率を稼ごうとしているのだろう。

　だが残念なことに、その内容が陽菜の心に刺さることは無かった。ちらりと横へ視線を向ければ、若干眉間に皺を寄せた智人が「え、この流れで告るの？」などとぼやいている。

　きっと彼も、自分と似た印象をこのドラマに抱いているのかもしれない。そんなことを思いながら視線を再び正面へ戻す。

　すると、今しがた言い争っていたはずの二人が、互いの身体をきつく抱きしめあい濃密な口づけを交わしているではないか。

　衝撃的なシーンを目の当たりにし、ほろ酔い気分のまま、アルコールのせいで上気した頬をより赤くしながら、陽菜は画面から視線を外す。彼女は昔から、こういう類の映像を直視出来ず、恥ずかしさのあまり目をそらす癖があった。

「智人さんって……キスしたことあります？」

　あんな場面は一瞬の事と割り切ればいいのに、主演の二人が画面に映るたび、条件反射で思い出しそうになる。それを避けるためには、ドラマから己の意識を完全にそらさねばと、彼女は口を開き、隣に座る智人に言葉を投げかけた。

　視線を真横へそらすにも限界があると、口を閉ざした彼女は、そのまま俯き、膝の上で無意味に指を絡め合う手に目を向ける。

　焦るあまり、質問内容を完全に間違えたと気づいたのは、その直後。もっと良いものは無かったのかと、数十秒前の自分を呪いたくなった。

　だが同時に、心の底から新たな感情が湧き上がってきた。消えないどころか、勢いを増すそれに背中を押されるように、陽菜は伏せていた顔を軽くあげ、目線だけを彼の方へ向ける。

「そりゃ、まぁ……ね」

　好奇心と呼ぶに足らないかもしれない熱に突き動かされた陽菜。そんな彼女の耳に届いたのは、答えを言い淀む智人の声だった。

（どうして？）

　彼の声を聞いた瞬間、ツキンと胸の奥に痛みを感じる。具合が悪いわけでもないのに、突如感じた身体の不調に、陽菜は慌てて視線を胸元へ移す。

「君は無い……」

「ありますよ、私だって！」

　だが、その視線は一瞬のうちに智人の方へ逆戻りしていた。彼の声を遮る勢いで発した、一際大きな自分の反論と共に。

　感情任せにキッと彼を睨みつければ、心底驚いた様子で目を見開きこちらを見つめる男を脳が認識した。

　きっと智人は、出会った日に話した貞操観念のことを思い出し、陽菜にキス経験が無いと結論付けたのかもしれない。

　しかし、それは大きな間違いだ。彼女にだってキスの経験くらいある。先程のような濃厚すぎる口づけは、片手で余るほどしかしていないが。

　なんて、冷静に現状を分析する思考は、瞬く間に湧き上がる怒りに押し流される。

「は？　陽菜ちゃ、んん！」

　すると次の瞬間、陽菜は智人が着ているワイシャツの襟元を掴み、自ら彼の唇を奪っていた。




　正気に戻った時には既に手遅れだった。

　唇越しに伝わる己のものではないぬくもり、そしてカサついた感触に、頭の中でけたたましい警報が鳴り響く。

（ど、ど、ど……どうしよう）

　智人の指摘にカチンと来たせいで、理性をその場に置き去りにした結果を心底嘆きたい。

　目の前にいる男から距離を取ることすらままならない身体とは逆に、陽菜の脳はフル稼働を続けオーバーヒート状態だ。

　力任せに襟元を掴んだ手の力はいつの間にか抜けていた。だが彼女の細い指は、いまだ同じ場所でプルプル震えている。

　そして、相手のそれに押しつけるだけの唇をどうするべきか、混乱中の彼女にはわからない。

　数少ない経験則を思い返すが、いつも相手からされるばかりで、自分は緊張と羞恥のあまり硬直するだけだった。そのため、自分が今できる精一杯の口付けは、なんともお子様なもの。

　現状陽菜が感じているのは、激しい困惑、後悔、そして羞恥だけ。自ら先に進むなど出来るわけもなく、引き際などわからず、フリーズ状態に陥っている。

　唯一の救いと言えるのは、無意識に瞳を閉じたこと。視界が遮られ、驚愕したまま固まっているか、困惑の色を浮かべているだろう男の顔を見ないで済むことくらい。

（ああ、もう！）

　向こうから何かアクションを起こしてくれないか。そんな期待を抱くこと数十秒。状況が好転するよりも先に、こちらの脳が限界を迎えるかもしれない。そんな危機感を覚えた瞬間、これまでビクともしなかった手と唇が、いとも容易く自由になった。

　落ち着きを取り戻すため、小さく息を吐きながら恐る恐る瞼を押し上げる。すると視界に入ってきたのは、唖然とし、こちらを見つめる智人の姿だった。

「ど、どうですか！　私だって、これくらい出来るんですからね」

　フン、と鼻息荒くドヤ顔で胸を張る陽菜。それは、正論とは言え自分をどこか子供扱いする男に向けた意趣返しのようなもの。

　自分と智人の間に、恋愛経験値の差があるのは予測できるし、理解も出来る。だからと言って、こちらの経験値がゼロじゃないと、彼女は虚勢を張りたかったのだ。

（ふう……あっつい）

　慣れない事をしたせいで、やけに身体が火照って仕方ない。顔から火が出そうになる数分間を無意識に思い出しながら、体内から放出された熱を逃がそうとパタパタ己を扇ぐ。

　冷たいものでも飲んで、体内から冷やした方が良いだろう。ここはアルコールではなく、水が良いかもしれない。

　そんな結論を導きだし、冷水を求めキッチンを目指さんと腰をあげる陽菜。しかし、わずかにソファーからお尻を上げた瞬間、彼女の腕はすぐそばから伸びてきた熱に囚われる。

「ふえ？」

　突然のことに思考が追いつかず、ふり返ることに精一杯だった陽菜の口から、なんとも間抜けな声が漏れる。

　その瞳に映り込むのは、先程とは一転し、呆れを含みながらもどこか楽しげに笑う智人の姿。

　これまでより、一層近くに迫った彼の顔が、にこりとあの優しい笑みを浮かべた。

「キスっていうのは、こうするんだよ」

　笑顔と同じく、すっかり聞き慣れた穏やかな声が耳をくすぐる。その内容を理解せんと、耳元へ意識を向けた瞬間、今度はこちらの唇が奪われた。

　包み込むように後頭部へまわされた大きな手のひらが逃げ場を狭め、経験の無い熱と欲を孕んだ口づけに、落ち着いたはずの思考は再び混乱し、彼女の脳と心はみるみる溶け始めた。




（こんなの、知らない）

　陽菜がはじめに感じたのは、唇を通し体内へ侵入する謎の熱だった。それは一瞬にして全身を巡り、取り分け心臓に絡みつき、脳を侵食していく。

『キスっていうのは、こうするんだよ』

　今しがた聞いたばかりの声が、頭の中に響く。智人の言葉が本当だと言うなら、自分は、彼とキスをしていることになるのだろうか。

「……っ、あ」

　数秒後、それは意外にもあっさり離れていった。

　視界がわずかにぼやけ、頭の中に白いモヤでもかかった様に、急激に思考力が落ちていく。しかし彼女は、それらに驚くことも、嫌悪感を示すこともなく、ただ、今しがたまで己の唇に触れていたモノを、動きの鈍くなった瞳で追いかけた。

　パチパチと数回の瞬きを経て、彼女の視界に映り込んだのは、すっかり見慣れたと言っても良い男のヘラヘラとした締まりのない顔。

　もう少しキリッとした表情の方が、彼の魅力がアップするだろう。

　だけど、陽菜はこの男の気の抜けた笑い方が嫌いではない。むしろ、好いているのだと思う。

「こんな無茶は、今後見境なくやらないよう……」

　そんな男の口から紡がれるのは、先程の行いに対するお小言だった。きっとお人好しの彼だからこその言葉なのだろう。突然恋人でもない女に唇を奪われ、被害者とも言える立場のくせに、自分のことよりまずこちらを注意する。その言動や思考は、そのまま真野智人という男を体現しているように思えてならない。

　鈍くなった頭を動かし、自分を見つめる男について陽菜は考える。そして、彼の言葉を遮るように、彼女は再び自らの意思で目の前にある唇を塞いだ。

　今度は、少しばかり湿り気を帯びたそこから、触れていたモノをすぐに遠ざける。とは言っても、身体ごと距離を取るわけではなく、あくまで顔を離しただけ。

　アルコールによる酔いとは違う熱が、身体の底から湧き上がってくる感覚に気付き、陽菜は顔を俯かせたまま、視線だけをあげ、彼を見上げる。

「ちゃんとしたキス、教えてください」

　気づけば、自然と口が開き、驚愕の発言をする自分が居た。しかし、すべてが無意識という訳では無い。陽菜は意識の底で欲したのだ。初めて感じたあの熱を再びと。

　今日はいつもよりお酒を飲み過ぎたに違いない。そうでなければ、この数分の間に自分が起こした行動の理由が説明出来ない。

　成人してから何度もお酒は飲んでおり、自分なりに量をセーブ出来ていたはず。だが、今日はそれが利かない。

　頬や目元に熱を感じながら、恥ずかしさを紛らわすように陽菜は太ももを擦り合わせ、その上に置いた両手の指先を絡ませる。

『男なんて、大っ嫌いだー！』

　あの日、確かに海で自身の意思を叫んだというのに。どうして今、彼女は自らキスを強請っているのか。正反対な思考と行動に、陽菜自身の理解も追いつかず、思考より現実が先走る。

「困った子だね、まったく」

　あの時のセリフは、もちろん智人も聞いており、その想いと食い違う己の願いは叶わない。そう思っていた。

　その時、不意に聞こえてきたのは、智人の苦笑交じりのため息。

「ダメ、ですか？」

　こんな事を言えば、ただこの人を困らせるだけになる。わかっているのに、わずかに潤んだ視界に智人を映した彼女は、彼から視線を離そうとしない。

（どうして私、今日はこんなにわがままな事ばかり……）

　いつもなら絶対しない行動の数々に、彼女自身も大いに混乱している。

「こっちが散々我慢してるのに、どうしてそう無自覚に煽ってくるかねえ、この子は……」

　その耳元へ届いたのは、男の小さなぼやき声。

「え？　っ、ん、んんっ」

　あまりに小さすぎるそれを正確に聞き取ることが出来ず、陽菜は無意識に彼の口元へ耳を寄せようとする。しかしそれよりも早く、智人によって彼女の唇は再び奪われた。

　まるで後頭部を抱き込むような男らしい手に支えられた状態、先程より格段に縮まった二人の距離、そしてあの時より熱い、妙にねっとりした熱が体内を巡るのを感じ、無視出来ない困惑と、それを凌駕する幸福感が彼女を優しく包み込んだ。




「ん、ふ……っ」

「っ、は。息、止めちゃダメだ。鼻でしっかり呼吸して」

　一度離したはずのワイシャツを、気づけば再び握りしめていた。しかし、先程とは違い、今度は手の中にあるそれに、そして目の前にいる男に縋るように、その力は弱々しい。

　自分から強請ったくせに、経験の少なさがすっかり浮き彫りになる程、陽菜は内心アタフタしていた。

　冷めるどころか、昂り続ける全身の熱がバレないよう願いながら、言われるままいつの間にか止めていた呼吸を鼻で再開する。

　ゆっくり、少しずつ新鮮な空気を循環させると、頭の中を埋め尽くしていた一面の白い霧がわずかだが薄らいだ気がした。

「ん、ぁ……んっ。あき……う、ん」

「口、ちょっとだけ開けて……そう、いい子……ん、ふ」

「んんっ」

　まるで唇から自分のすべてを吸い取られそうな智人とのキス。次々と与えられ、己の身体を駆け巡る未知の感覚に、彼女はまた何も出来ず戸惑うだけ。

　しかし、そんな陽菜を導くように、智人は時折唇を離すと、数センチにも満たない隙間しか無いそこで指示を出してくれた。言われるまま口を開くと、親が子供を褒めるように彼は小さく笑う。その音を認識するとほぼ同時に、彼は己の熱くぬるついた舌を陽菜の口内へ挿入してきた。

　説明も無く口内へ侵入してきたそれに、彼女は大きく目を見開き、声をあげる。

　だが次の瞬間、混乱しかけた思考は寸での所でパニック状態を回避し、現実に留まった。陽菜の背中を優しく、一定のリズムで叩く大きな手が、心配しなくても平気だと教えてくれたのだ。

　しかし、優しく心をなだめてくれる手つきとは真逆に、彼の舌は容赦なく陽菜の口内を蹂躙していく。

　歯列をなぞり、頬の内側を舌先で幾度となくくすぐられる。そして、困惑のあまり逃げ惑うしかない陽菜の舌を、彼は執拗に追いかけてきた。

　最終的に逃げ場を失い、ただ怯えるしかない彼女のそれを、彼は何度も先端で突いてくる。

　智人の舌と自分の舌が触れ合うたび、彼のそれに絡めとられるたび、頭と身体の奥に甘ったるい痺れを感じ、無意識に声と吐息が漏れる。




　――ちゃんとしたキス。




　これは本当に自分が欲したものなのか、正解を知らない陽菜にはよくわからない。

　ただ、明らかに経験豊富だろう彼の教えを、今の自分は受け入れるしかないのだ。

　智人の舌の他に、二人分の唾液が満ちた口内。コクリ、コクリと飲み込んではいるが、処理しきれないものは口端から溢れ、顎を伝い雫となって落ちていく。

　徐々に冷えていく顎に伝う跡のことを、彼は理解しているのかと疑問を抱くが、与えられる熱と痺れが、ただちに雑念をかき消した。

「はぁ……だれかれ構わず、こんな事頼むんじゃないよ？」

　頭の中に発生した霧がまた濃くなり始めた頃、彼は不意に唇を離すと、まるでこちらを諭す様な言葉を紡ぐ。

　そして、陽菜の返事を聞かず、再びその唇を塞いだ。自分から問いを投げかけておいて、一体何を考えているのか、当人ではない陽菜にとっては見当がつかない。

　きっと、こちらが何も言わずとも、彼は己の主張が出来て満足なのだろう。

（そんなこと、言われなくてもわかってるよ。それに、智人さんだから、こんなことを……）

　再び無造作に口内を動き回る彼の舌を、恐々追いかけ、己のそれを、彼の根本へ擦りつける。すると、今まで動き続けていた彼の舌はピタリと止まり、次の瞬間こちらを絡めとったかと思えば、先端同士を擦り合わせるように愛撫が始まった。

「ふ、ん、んんっ」

「んんつ、は、ぁ」

　彼女に安堵を与えんと陽菜の背中を叩いていた智人の手は、いつの間にか彼女の腰へ回り、もう片方の手は彼女の後頭部を包みこむ。

　そして、彼のシャツを握り震えていた陽菜の手は、気づけばそこを離れ、己のそれより何倍も太く力強い男の首元へのび、目の前の熱を求めるように両腕を絡めていた。

　意図せず心の奥底に眠る本能が、まるで互いを求めあうように、十数分前まで拳二つ分ほど空いていたはずの距離が、限りなくゼロになる。

　鼻にかかる甘ったるい吐息が絶え間なく木霊するリビング。意識の外でかすかに聞こえるテレビの音さえ遮断し、陽菜と智人は目の前にある熱を一心不乱に求めあった。







　毎回申し訳ないと思いつつ、つい智人の優しさに甘え陽菜は愚痴をこぼす。

　それがどんな内容でも、彼は話題の一つ一つに最後まで耳を傾け、まずはこちらの意見に同調してくれる。もしこちらの考えが間違っていれば、優しく訂正しより良いアドバイスをしてくれる。実に飴と鞭の使い分けが上手い。

　ただの飲み会でもなく、愚痴大会でもなく、最近はもっぱら、真野先生のお悩み相談室になっているかもしれない。

　しかしそのお陰か、仕事や対人関係のストレスで重苦しかった心が、以前より格段に軽くなっている。

　すっかり気分爽快になり、智人と一緒の時を過ごした後は、たとえ憂鬱な週明けと言え、陽菜は気持ちを切り替えられていた。

「……はあ」

　だが今回だけは、そう簡単にはいかないらしい。

「どうしたの、佐伯さん。大きなため息吐いちゃって」

「へっ？　な、何でもないです。気にしないでください」

　隣のデスクで仕事中の同僚女性が、不意に手を止め話しかけてくる。その言葉に、陽菜は必死に平静を装い、努めて明るい声を返した。

　どうやら、無意識に吐いたため息を聞かれた様だ。

　こちらを心配そうに見つめる彼女は「疲れたら、ちゃんと休憩してね」と労わりの言葉を発した後、自らの仕事へ戻る。

　そんな同僚の優しさに、ほんの少しの罪悪感と、誤魔化せたことへの安堵を覚えながら、いつの間にか止まっていたキーボードを叩く自分の指を動かす。

（こんなポンコツ状態じゃ、いつか仕事でヘマしそうで怖いな……）

　自身の指によってパソコンに入力される文字を画面越しに追いかけながら、周囲を心配させまいと、今度は心の中でため息を吐く。

　木曜日の今日は、ちょうど一週間の半ば。普段なら、あと一日半頑張れば休日が待っていると己に喝を入れる陽菜だが、今の彼女は、頭も心もどこかぼんやりしていた。そしてこの状態は、今に限ったことではない。週明けの月曜日から今日まで、彼女の状態は良くも悪くもならず、大きく括れば悪い状態を維持していた。

（ああ、もうっ）

　湧き上がる苛立ちを無意識にぶつけているのか、キーボードが奏でる音が若干荒々しくなる。それを気に留める心の余裕など、今の彼女には皆無だった。

　時折ため息を吐き、苛立ちを見せ、気づけば何も無い宙を見上げている。そんな心ここにあらずの状態に陥った原因は、本人が一番よくわかっている。

　すべての原因は数日前。智人の家で酔った己がやらかした痴態の数々を、忘れられずにいるからだ。

　一度酔えば、その時の記憶が消える体質なら良かったと、何度嘆いたことだろう。

　そもそも、あの時の自分がやらかさなければと、幾度となく激しい後悔に襲われた。

　しかし、今となっては何を思おうとすべて無駄となる。過去はもう変えられないのだから。

「…………」

　一枚書類を作り上げた陽菜は、データを保存しながら一瞬だけ己の視線をデスクの端へ向ける。そこに置いてあるのは、自身の携帯電話だ。

　酔った自分がキスを強請ったあの日以来、毎日のようにやりとりをしていた智人とのメッセージがピタリと止んだ。

　朝の挨拶も、仕事を頑張った相手へおくる労いの言葉も、ここ数日やりとりした記憶、そして記録に残っていない。

　挨拶よりも先に謝罪をしなければと、これまで陽菜は何度も携帯電話を手にした。しかし、上手い文面が思いつかず、今更どんな顔をして謝れば良いのかわからず、先延ばしにするあまり彼女はすっかりタイミングを見失っていた。

　智人からの連絡もあれ以来届いておらず、心の奥底でほの暗いモヤが渦を巻く。

　あの人の立場上、きっと仕事が忙しいのだろう。最初はそんな逃げ腰な考えを抱いていた。だが、時間が経つにつれ、頭が冷えれば正論へたどり着く。

　彼は、あんなことをしでかした自分と連絡を取りたくないのだと。

『あき、ひ……ふぁ、んん』

『ん、ふふ。陽菜ちゃん、かわいい……ちゅ』

　夜、一人自宅でグルグルと後悔の渦に身を沈めていると、不意にあの日の記憶と感覚が蘇る。

　耳元で囁く熱を帯びた彼の声、何度も背中をさすり掻き抱く彼の太い腕、すっぽりその腕の中へ抱き込まれ気づけば密着していた男らしい胸元。そして、普段かさつきが目立つくせに、唾液で潤いを得た彼の唇。

　どうしてこんな時にと、無造作に頭を振り雑念を払おうとしたが、無駄だった。意識すれば、それだけ鮮明に記憶は蘇るし、同時に身体が熱くなる。

　この数日で、陽菜は嫌でも思い知らされた。

　偽りでしかない恋人関係を築く男の存在が、自分の中で大きくなっていることを。これまで経験したことのない様々なものを、彼が自分から奪っていったことを。

　それらが示すものが何か、陽菜は知らない。いや、彼女は意図して目を背けている。それを認めてしまったら、これまでと現在が、音を立てて崩れてしまいそうな気がしたから。

（このまま、連絡取れなくなっちゃうのかな……）

　一度は手元へ戻したはずの視線が、また携帯電話へ向く。その時彼女は、メッセージの受信を知らせるランプが点滅していることに気づいた。

　すぐに周囲を見回した陽菜は、仕事中とわかっていながら、こっそり携帯を手に取り、ぬか喜びだけはしたくないと、アプリを開かず通知のみを確認する。

『ちょっと相談したいことがあるんだけど、お昼休みに電話かけても大丈夫？』

　通知に記載されていたメッセージの送り主は、陽菜が無意識に待ち望んでいたその人だった。




　昼休み。智人からの相談を受けるため、陽菜は一人になれる場所を探して社内をしばしさ迷い、ここなら今の時間、誰も来ないだろうと、雑然と段ボールが積み上げられた倉庫へやってきた。

　念のため入り口のドアに鍵をかけた後、彼女は大きく深呼吸をして心を落ち着かせ、智人の携帯へ電話をかけた。

「もしもし……って、こっちからかけようと思っていたのに、わざわざ電話かけてもらってごめんね」

「い、いいえ。そんなっ！　大丈夫です、お気になさらず」

　数回続いたコール音の後、陽菜の耳に届くのは待ち続けた声だった。どうやら口調も声色も、普段と変わった様子は無さそうだと、彼女はそっと安堵する。

　数日ぶりに聞く智人の声が嬉しく、同時に緊張する。これまで、こちらから色々相談を持ち掛けたことはあっても、向こうから相談されるなど初めてなのだ。

「それで、その……私に相談というのは、一体？」

「ああ、それね。えっと……」

　出来ることなら、このままずっと彼と話していたい。

　しかし、互いに今は食事休憩中。昼休みに入ってからあまり時間が経ってない今、陽菜はまだ昼食を食べていない。ということは、向こうも似たような状況だろう。

　ならば、出来るだけ早めにこの通話を終わらせ、一分でも多く智人が休憩出来るよう努めるのが最良の選択と、陽菜は口を開いた。

　すると、これまで軽快に紡がれていた言葉が、どこか躊躇い混じりのものへ変化する。急にどうしたのかと不安になり、小さく相手の名を呼べば、力の抜けた苦笑が電話越しに聞こえる。

「一か月後に、どうしても出席しなきゃいけないパーティーがあるんだけど……陽菜ちゃんさえ良ければ、一緒に参加してくれない？」

「……へっ？」

　次いで聞こえてきたのは、智人が陽菜と連絡を取ろうと思った本来の目的を伝えるもの。

　しかしその内容は、伝えられた側に多大な困惑を与える内容だった。

　そんな彼の願いを聞いた彼女が今出来ること。それは、衝撃のあまり喉元まで出かかった叫び声を強引に喉の奥へ押し戻すことだけ。










第五章

初めての頼みごと










　唐突過ぎる智人からの頼みを聞いた陽菜は、上手く言葉を返せず、その場での話は一旦打ち切りとし、夜にまた詳細を連絡するという彼の言葉に頷くしかなかった。

　その後、持参した弁当を食べ、ここ数日とは違う意味でどこかフワフワした気持ちのまま仕事を終えた彼女は、足早に自宅を目指す。途中、閉店間際のスーパーに立ち寄り、割引シールの貼られた弁当を買った。

（うん、今日はいいよね）

　普段から自炊を心掛けているが、パーティーの件が何度も頭をよぎり、気持ちが落ち着かない。今の状態で料理をしても、満足する味にはならないと、陽菜は総菜コーナーへ走った。

　こんな日に限って、作り置きのおかずが何もないとは運が悪い。

（それにしても、パーティー……ね）

　昼間電話越しに聞いた、智人が出席しなければいけないという一文を思い出すと、そこから派生した糸が過去の記憶を呼び起こしていく。

『本当はね……今日、出席しなきゃいけないパーティーがあったんだよ。でも、行くのが嫌になって……仮病使って、ここへ逃げちゃった』

　あれは彼と出会った夜。智人が、何故自分は海へ来たのかと、理由を語ってくれた時に聞いた言葉だ。

　今から一か月後にあるというそれは、あの時のように逃走するのは難しいのかもしれない。そうでなければ、わざわざ自分に同伴を頼むなどあり得ないからだ。

　詳細については、この後かかってくる電話を待てばわかること。しかし陽菜には、どうしても納得いかないことが一つあった。

「どうして、私なの？」

　数日前に犯した失態を思い返しながら、無意識に眉間に皺を寄せた彼女は、自宅のあるアパートの前で、ポツリと誰も答えない問いを呟いた。




　帰宅した陽菜は、智人と約束した時間までに自分のことを済ませるため早速行動を開始した。

　買ってきたお弁当とインスタント味噌汁で手早く夕食を終えた後に、シャワーを浴びて一日の汚れと疲労を落とす。本来なら、ゆっくり湯船に浸かりたいところだが、今日は時間と心の余裕が無いため、明日に持ち越した。

　その後も、明日の朝慌てないよう色々と前もって準備をしていれば、あっという間に時間は過ぎていく。

　そして時刻は夜九時。すべての作業を終え、テーブルの上に置いた携帯電話を若干睨むように見つめていた陽菜の耳に届いたのは、着信を告げるメロディーではなく、来客を告げるチャイムの音だった。

「…………」

「き……来ちゃった」

　ここしばらくネットショッピングをした記憶は無いと疑問を抱きつつ、玄関先に立つ人物をそっと覗き穴から確認すれば、なんとそこに居たのはここ数日自分を悩ませ続けた男だった。

　慌ててドアを開けると、どこか落ち着かない様子で、気の抜けた笑みを浮かべる智人と目が合う。

「ど、どうしてここに？　え、電話は？」

「実は……最初は、電話で相談しようと思ってたんだ。でも、内容が内容だから、直接陽菜ちゃんと会って話した方がいいかと思って。ごめん、来る前に確認の電話入れるの、すっかり忘れてた」

　予想外の展開に混乱する自分を前に、智人は落ち着きなく頭を掻きながら、己がここへ来た訳を口にする。そうすることで、自らの失態に気づいた様子の彼は、ガックリと肩を落とし、再度彼女へ謝罪の言葉を紡いだ。

「あ、あとこれ！　突撃相談のお詫びの品です」

　しばらくして頭を上げた智人は、手にしていたビニール袋をこちらへ差し出す。反射的に受け取り中身を確認すれば、見覚えがありすぎる缶チューハイ数本とつまみのセットが入っていた。

　数回、受け取った袋と自分を見下ろす男の間で視線が行き来する。その間聞こえてくるのは、考えが足りなかったという反省の言葉や、また日を改める、やはり電話にするか、というこちらを気遣う言葉ばかり。

　自身が頭を悩ませている最中だというのに、この男はどこまでもお人好しのようだ。

「とりあえず、中にどうぞ」

　いくら春と言っても、夜更けにこのまま玄関先で立ち話をするのは躊躇われる。困惑をいまだ自分の中で上手く消化出来ないまま、陽菜は彼を家の中へ招き入れた。

「顔が見たいから来た、なんて言ったら……怒られるかな」

　智人が家の中へ入るのを確認し、ドアに鍵をかけた陽菜は、貰ったチューハイをとりあえずしまおうと冷蔵庫へ近づく。

　足早に遠ざかる彼女の耳に、靴を脱ぎながらぼやく男の声は届かなかった。




　仕事を終え直接ここへ来たと思われるスーツ姿の智人を前に、食事を済ませたか問えば、まだだと彼は首を横に振る。

　その姿に、自分だけ食事を済ませた状態で話し合いを始める気分になれず、陽菜は冷蔵庫に残っていた食材を使い、簡単にいくつかの料理を作り彼に提供した。

　狭いリビングで、小さめの皿に盛られた料理と飲み物が乗った決して大きくないテーブルと、それを挟むように対峙する二人。その様子は、普段の飲み会と変わらない構図だ。しいて違う点をあげるとすれば、各々の前に置かれたグラスに注がれているのがウーロン茶なことくらいかもしれない。

「どうぞ、遠慮せず食べてください。相談……というのは、食べながらでも平気ですか？」

「うう……本当にいつもありがとう。うん、相談の方は食べながらでも全然。そこまで重い話でも無いし。それじゃあお言葉に甘えて、いただきます」

　こちらが促すと、智人は一瞬顔を綻ばせたのち、まるで神様でも拝むように陽菜の前で手を合わせ、テーブルに並ぶ料理へ箸をのばした。




　その後、陽菜はお茶を飲みながら、食事の合間に話す智人の相談とやらに耳を傾ける。

　詳細を聞くと、昼間聞いていた一か月後のパーティーというのは、会社同士の交流を目的にしたものらしい。そこへ参加するにあたり、智人にはどうしても同伴してくれる女性パートナーが必要とのことだ。

　数日前の一件が原因で連絡がしづらくなり、頭を悩ませている間に、どうやら向こうも違う問題で頭を悩ませていたことが判明した。

　あの件に関して、然程気にしてない様子の彼を前にし、安堵する反面、陽菜は心になんとも言えぬザラつきを覚える。しかし、今更過去の失態に自ら触れる気にはなれず、未来の問題へ意識を集中させた。

「あの……ご指名頂いているのに、こんな事を言うのもどうかと思うんですけど。私より、智人さんの会社で働いている女性を誘った方が、良くないですか？　色々と」

　気づけば、数品は並べていたはずの料理はすべて空になり、満足げにウーロン茶のグラスに口をつける智人。彼からの詳細説明を受けた陽菜は、昼間から抱いていた疑問が更に難解となった事実に頭を悩ませながら、恐る恐る己の中にあった問いを本人へぶつけた。

　冷静になって考えれば、智人が何故自分を同伴者として選んだのか、理由がますますわからなくなる。

「ふっ……何言ってるの、陽菜ちゃん」

「……？」

「俺を、うちの女性社員達の中に放り込むなんて……獲物を狙ってるメスライオンの集団に、幼気いたいけな小鹿を放り込むようなものだよ」

　空になったグラスをテーブルに置いた彼は、スッと何も無い天井へ虚ろな視線を向けたかと思えば、嘆き混じりの声を発する。

（い、幼気って……誰、が？）

　戸惑いの最中、間近で見聞きする彼の言動は陽菜の中にあった疑問符を大きくするのみ。

　そんな状態で、頭の中で今しがた聞いた言葉を数回くり返し、陽菜は、彼が言わんとすることを自分なりに脳内で映像化してみた。

　最初に浮かんだのは、数頭のメスラインが中心にいる獲物を仕留めようと、チャンスをうかがっている様子を俯瞰ふかんする映像だった。

　彼女達が獲物として狙っているのは何かと、そのまま視点がより近づいていく。

　そして、脳内にある陽菜の瞳に映ったのは、プルプルと両脚を震わせ懸命に踏ん張る小鹿ではなく、額に冷や汗を滲ませ、何故か両手両足をその場につけ身体を震わせる智人だった。

「ぶはっ！」

　脳内で震える智人と目が合った瞬間、陽菜は盛大に吹き出した。身勝手な想像でしかないが、頭の中に浮かんだものがあまりにも滑稽すぎて、必死に忘れようとしても、なかなかその映像は消えてくれない。

　絶え間なく笑いが零れる口元を懸命に手で覆い隠し、小刻みに震える肩を見せまいと、その身を隠すように蹲る。

「ちょっとー、何を勝手に爆笑してるのかなー？」

　笑ってはダメと意識する程、四つん這い状態な智人の姿が瞼の裏に蘇る。その映像が、必死に抑えつけている笑いの衝動を容易く引っ張り出していくから困りものだ。

　小さめなテーブル越しに対峙する相手を前に、こんなに態度をとるなどこの上なく失礼だろう。しかも、その様子を隠すことは出来ず、彼にもバレバレなのだから。

　平静を取り戻そうとする彼女の耳に、呆れと不満を綯交ぜにした文句が聞こえた。




「すみません、ちょっと、待って……ふふっ」

　笑いの衝動と一人闘い続ければ、時間が経つにつれ少しずつ、波の勢いがおさまっていくのがわかる。

　その間陽菜はずっと、少し待って欲しいと、すまないと、目の前にいる男へ向けた言葉を弱々しく発し続けた。

　その甲斐あってかはわからないが、陽菜の爆笑姿を目の当たりにしても、智人が怒る様子は無い。それどころか「あの時と逆じゃん」などとぼやきながら当惑するばかりだ。

　彼はきっと、海で起きたことを思い出しているのだろう。

「こ、これで、おあいこですね」

「ははっ、そうだね、おあいこだ」

　目尻に溜まった涙を指で拭いながら顔を上げれば、わずかに潤んだ視界に、心をむず痒くさせるあの優しい笑みが映り込んだ。

「無理に、とは言わない。けど……陽菜ちゃんと一緒なら、憂鬱でしかないパーティーも、少しは楽しくなるかと思ってさ」

　ようやく心と身体の安定を取り戻した頃、陽菜の耳に届いたのは独り言と思わしき男の呟きだった。

　俯いてばかりいた目線をあげると、先程まで無意味に宙を眺めていたはずの智人の視線が、彼の手元へ向いている。その手には空になったコップが握られており、彼は意味もなくその繊細な器を己の手で弄んでいた。

「……っ」

　その様子と、今しがた聞いたばかりの掠れ気味な独り言も相まって、陽菜の心臓はドクンと一際大きく高鳴る。

（ああ、本当に……）

　わかりやすい説明をしながら、終始冗談めいた口調で話す彼が、本気で困っているのだと、この時陽菜は悟った。

　一か月後に開かれるという催しは、頭の切れる彼がどんなに頭を悩ませたところで、逃げられないのだろう。

　そして、メスライオンと比喩する周囲の女性達を頼れず、考え抜いたあげく辿り着いたのが、きっと自分なのだ。

　智人は今、四面楚歌とも言える状況に立たされている。しかしお人好しの彼は、こんな時でさえ陽菜の気持ちを第一に考え、彼女の逃げ道を示す。

　今ここで自分が首を横に振れば、あっさりと承諾し、この場を立ち去る。彼がそういう男だと、陽菜はこの数か月間で嫌と言う程理解していた。

（今度は私が、智人さんの力にならなきゃ！）

　頭の中に蘇るのは、この数か月間彼と過ごした時間の記憶。

　これまで、会いたいと連絡を入れるのは、もっぱらこちらからだった。愚痴をこぼしたい時も、どこかへ出掛けたいと話を振る時も、ほとんどが陽菜発信。そんなわがままを、智人はいつも聞いてくれた。

　あの夜、酒に酔った勢いで彼にキスをせがんだ事実が、これで帳消しになるわけではないとわかっている。少しでも贖罪の足しになれば、それで良い。

　様々な想いが渦巻くなか、陽菜の心に一際強く光る意志が彼女を奮い立たせる。

「智人さん。私……そのパーティー、行きます！」

　真野智人の初めてとも言える願いを叶えるため、この日彼女は人生初のパーティーへ参加を決意した。







　パーティーへの参加を決意した日以降、これまでごく普通の会社員として過ごしてきた陽菜の日常が劇的に変わった。

　これからの一か月、会社終わりの数時間と土日の予定を出来るだけ入れないで欲しい。

　そんな智人の頼みを了承してから初めての土曜日、まず陽菜が連れてこられたのは、芸能人やセレブが多く通うことで有名な高級エステサロンだった。

「智人さん……どうして、私はこんな所にいるのでしょうか？」

「それはもちろん、陽菜ちゃんにここのエステを受けてもらうためです」

　一般人でしかない自分が足を踏み入れて良い場所ではないと本能が告げる。ぎこちなく隣にたたずむ彼を見上げれば、なんとも晴れやかな笑顔でこちらを見つめ、グッと親指を立て問題ないとでも言いたげに頷かれてしまった。

「これから一か月、会社帰りには出来るだけここに寄って、全身マッサージしてもらってね。コースはもう担当の人と相談してあるから心配いらないよ」

「いえっ、あの。コースうんぬんの前に、こんな高級エステに連日通うお金なんて、私、持ってませんよ！」

「大丈夫、今回の必要経費はすべて俺が負担するから。陽菜ちゃんはリラックスして、仕事の疲れを癒やしてもらってきて」

　こちらの抗議に聞く耳を持たず、智人は尚も笑顔でエステ通いをすすめてくる。そして、今日から早速と言いたげに、陽菜の担当についた女性スタッフが登場し、個室へ案内された。

　連れて行かれた場所は、個室と言う割にはかなり広く、施術台の他に、丸テーブルを挟むように配置された二脚のイスが目につく。部屋の隅にはいくつもの専用器具や機械がズラリと並んでおり、エステサロン初体験の陽菜でさえ、サロンの中でもこの店が数段格上なことに気づいた。

「本日より、佐伯様の施術は私と……本日は休みですが、もう一人のスタッフが担当させていただきます。今日はまず、簡単なコースの説明を……」

　まずはテーブル席へ案内され、サービスとして出された紅茶をお供に、パンフレットを教材とした美容講座が始まるらしい。

（に、逃げたい……）

　決断を早まったかもしれないと若干の後悔を感じながら、陽菜は懇切丁寧に説明を始めたスタッフの話に耳を傾けるしかなかった。

　それから、智人の宣言通り、仕事終わりのエステ通いが始まった。

　毎日通うのは向こうの懐具合的にいかがなものかと、せめて週二回に変更して欲しいと申し出たが、智人と担当スタッフから即却下をくらった。その上、日々の積み重ねが大事なのだと、施術中に滾々と説明される始末。その数々に、陽菜は断続的に襲いくる痛みと闘いながら、必死に頷いた。

　二人が相談し決めたと言うコースは、こちらが想像していた癒やしエステとはかけ離れた内容だった。主にボディメイクに重きを置いた、全身もみほぐしを始めとする盛り沢山の施術コース、もとい地獄コースが日々待ち構えているのだ。

『真野様は、佐伯様により美しくなってもらいたいのだと思います。パーティー当日まで、私共がしっかりとサポートいたしますから、佐伯様も頑張りましょうね』

　徐々に担当してくれるスタッフと仲良くなった陽菜は、施術の合間にある休憩時間に、次の施術準備をするスタッフと雑談をするような間柄になっていた。

　智人の方からパーティーの同伴についても少しばかり話を聞いているらしく、ファイトとエールを送られるたび、妙に気恥ずかしくなる。

　そして、胸がソワソワする理由はもう一つ。

『陽菜ちゃん、今日もお疲れ様。さ、乗って』

　施術が終わると、外まで見送りに来てくれるスタッフと共に、陽菜は個室を出てロビーへ向かう。するとそこには、いつも自分を待ちわびる智人の姿があるのだ。

　エステ通いを始めてから、彼はほぼ毎日のようにこうして迎えに来てくれる。自分のわがままでこちらの帰りが遅くなるお詫び、ということらしい。

　どうしても迎えに来られない時は、事前に謝罪込みの連絡が入る。無事に帰宅出来たか声を聞かせて欲しいとまで言われてしまい、心配性にも限度があるだろうに、なんて苦笑しながら、彼女は彼の携帯番号を呼び出すのだ。

　メッセージのやり取りこそ毎日するが、これまで実際に会うのは多くて週に二回程だった。それが今ではほぼ毎日。

　エステサロンから自宅アパートまでのささやかなドライブを、心待ちにする自分に気づいたのは、猶予期間も残りわずかとなった頃だった。




　準備期間として設けられた一か月の間、陽菜のスケジュール帳に、連日エステの文字が並ぶ。見開きページの大半を埋め尽くす文字のせいで、見た者の脳はゲシュタルト崩壊を起こしかけるかもしれない。そんな状況に歯止めをかけるのは、土日の欄に書き込まれた数少ない別の予定だろう。

　平日とは打って変わり、一日自由の身となった陽菜を、智人はあちこち連れ回した。

　パーティードレスやアクセサリー類の試着、購入をするためにブティックへ。

　当日着用するドレスが決まれば、それに合わせた髪型やメイク、ネイルを相談するため美容サロンへ。

　到底一日ですべてが終わるわけもなく、週末は毎回二人で何軒もの店を渡り歩く。

　一度入店すれば、マネキンのごとく着せ替えごっこが始まり、ヘアカタログやネイルカタログをスタッフ含め三人で眺めることもしばしば。その間、こちらの思考が現実に追いつかない状況がたびたび発生し、彼女は時折、意見を出し合う智人と店員のやりとりをポカンと気の抜けるような表情を浮かべ眺めていた。

（パーティーに出るって、想像以上に大変だな）

　これまで、仕事で疲弊した心身を休めるため、休日は割とのんびり過ごしていた陽菜にとって、智人と過ごすここ最近の休日は実に目まぐるしい。

『陽菜ちゃん、疲れてない？』

　毎度一歩先を行く彼の後ろを、あたふたと追いかけることしか出来ない陽菜。そんな彼女を、智人はいつも気遣ってくれる。

『あ、ここのお店、テレビで特集されてたな。帰りに少し寄ってみる？』

　運転中、窓から見える人気店を見つければ、エステで身体を絞っているにも関わらず、こちらに食の誘惑を仕掛けてくる。そんな男と過ごす、忙しないひと月の間、様々な感情が心の中でひしめき合った。

　行く先々での出費はすべて智人持ち。彼と共に選んだドレスやアクセサリーは、金額、そして商品そのものが放つオーラなど、すべてが自分には縁遠いものばかりだった。

　エステのことといい、彼の金銭感覚が心配になり、当日自分が身につけるものはレンタルしたもので構わない、メイクも自分で出来ると何度か主張したが、彼から承諾を得ることは出来なかった。

『俺のわがままに付き合わせてるんだから、これくらいさせてよ。もっと、他に出来ることがあればいいんだけど……』

　そう言って、彼は苦笑いを浮かべる。その言葉に反論したい気持ちこそあるものの、どんな言葉を選べばよいのかわからず、口を噤むしかない。

　この人と出会ってから今まで、与えられてばかりな現実を、改めて突きつけられた気がした。それは物だったり、言葉だったり、気持ちだったり、時と場所により様々。

　こちらが同等のモノを返そうとしても、適当なそれを見つけるより先に、彼は新たな贈り物をくれる。

　そんな最中、彼が初めて自分に助けを求め、手をのばした結果が今である。

（自分で決めたじゃない）

　今回の件を相談された日のことを思い返しながら、陽菜は改めて決意する。

　彼と共に参加するパーティーは、十中八九身内の親睦を深めるような和やかなものでは無い。

　彼はただ隣に居るだけで良いと言っていたが、智人の隣に立つ自分の立ち振る舞いも、きっと他の参加者達から注視されるだろう。

　不慣れな場ということを大前提としても、自分が失態を犯せば、智人に迷惑がかかることだけは、十分すぎる程理解出来た。

　これまで彼から受け取るしか出来なかった多くのモノを、今度は自分が智人へ返す番が来たのだ。

　陽菜は新たに決意する。真野智人の隣に立つ存在として、彼に相応しい女性に近づく努力をしようと。そのためには、現状から逃げず、それらを受け入れ、自らのものとし、己を磨こうと、心の中で大きく頷いた。




　パーティー本番まで残り僅かとなった平日の夜。

　無事、この日の仕事とエステを終え、智人の車で自宅へ戻ってきた陽菜は、時間を見つけ作り置きしていたおかずを温め夕食を済ませた。

　それから入浴剤を入れた湯船に浸かり、エステで教えてもらったマッサージをこなしながら、しばし安息の一時を過ごす。

「…………」

　しかし、一日で唯一のリラックスタイムと言って良い時間にも関わらず、湯船の中にいる陽菜の表情はどこか陰っていた。

「あと少し、か……」

　壁掛けカレンダーにつけた目印まであと数日と迫ったこの日、帰宅した彼女は幾度となくため息を吐いていた。

　あと少しで、この忙しない日々が終わり、肩の荷が下りる事への安堵を感じているのは他ならない。だが、そんな感情と同時に抱くのは、今の自分では上手く言い表せない複雑な気持ち。

　この一か月、まるでお姫様にでもなったかと錯覚しそうになる程贅沢な日々を過ごしたと思う。大変なことも多く、何度も挫けそうになったが、いつも隣で笑ってくれる彼のためにと精一杯努力を続けてきた。そんな日々が、いつの間にか楽しいと、これまで以上に智人のそばに居られることが嬉しいと思う自分に、陽菜は気づいたのだ。

　同時に、この夢はいつか終わるという虚しさが、彼女の心にいつの間にか住み着いた。

　パーティーが終わってしまえば、自分と彼を繋ぎとめるモノが消え、夢のような時間だけではなく、そんなひと時を与えてくれた存在まで、目の前から居なくなってしまうのではと、ほの暗い影が今日も心をむしばんでいく。







　瞬く間に時間は過ぎ去り、気づけばパーティー当日を迎えた。

　陽が沈み始めた頃、とある三ツ星ホテルのエントランス前に続々と高級車が乗りつけ、車内から出てきた多くの男女が連れ立ってホテル内へ消えていく。

「さ、行こうか陽菜ちゃん」

「は、はひっ！」

　そこには、緊張のあまり口元を歪に引きつらせる陽菜と、そんな彼女の様子に苦笑してばかりの智人の姿もあった。




　この日、事前に有休を取っていた陽菜は、迎えに来てくれた智人と共に、最早通い慣れたと言っても過言ではない場所を朝から巡った。

　エステで身体のコンディションを整えた後、昼食をはさみ、事前にブティックで購入したドレスやアクセサリーを持参しサロンへ向かう。そこでスタッフ達の手を借り、陽菜は一日限りのシンデレラへ姿を変える。

『わあ……私じゃないみたい』

　不安と緊張のあまり、目線を下げてばかりだった陽菜は、鏡の向こうにいる自分の変貌ぶりに驚かずにはいられなかった。

　普段髪飾りなどはつけないゆるくパーマのかかった茶色のロングヘアーは、綺麗に結い上げられ、軽く首を左右に振れば、耳元できらりと光るピアスと共に後れ毛が揺れる。

　己の顔をキャンパスとして施されたメイクは、普段の代わり映えしないものと打って変わり、陽菜の魅力を存分に引き出していた。それは十本の指を彩るネイルも同じ。

　だからと言って、それらにパーティー会場で悪目立ちするような派手さはない。

　あくまで今回の主役は智人であり、陽菜は彼を引き立たせるための存在。だからと言って、会場内にいる数多の女性達に埋もれない程度の主張はしっかりと。そんな絶妙な線引きをしたメイクとネイルが完璧に仕上がっていた。

　スタッフの一人に促され、その場に立ち上がった陽菜は、改めて鏡に映る己を確認する。

　彼女が着ているドレスは、散々悩んで選び抜いたものだ。

　後ろが長いイレギュラーヘムが目を引く巻きスカート風なデザインのそれは、もうすぐやってくる夏のイメージにも合うピーコックグリーン。

　陽菜は最初、同じデザインのネイビーが良いのではと主張したが、二人共シックな色合いになってしまうからと、智人の勧めでこのドレスに決定した。

　胸元に存在を主張する二連のネックレスのおかげで、今しがたまで少々寂しかった胸元が華やいで見える。

『おお、陽菜ちゃんがいつも以上に可愛くなってる！　いや、これは……大人っぽい、って言えばいい、のか？』

　過去、友人の結婚式に参列した時の自分とは天と地ほどの差がある。やはりプロは凄いと感心していた時、不意に耳に届いた声にふり向いた。

　すると、ビシッと糊がきいたおろしたてのパーティー用スーツを身に纏い、ワックスでしっかり髪を整えた智人が、いつの間にかすぐそばにたたずんでいるではないか。

　これまで何度も目にした、仕事終わりの皺が寄ったスーツ姿ではなく、トレードマークと言える無造作ヘアーでもない。

　スタッフの手により、いつもは隠れていた魅力が前面に押し出された彼を前にした途端、急に加速した鼓動に気づく。じんわりと熱を孕む頬から意識を逸らそうと必死になるあまり、陽菜は暫くの間、変身を遂げた智人の顔を見ることが出来なかった。




　主催者の初老男性がステージ上で挨拶をした後、乾杯の音頭を取れば、会場のあちこちから追随する声が上がった。

　そして、参加者達が手に持っていたグラスを宙へ掲げたことを皮切りに、会場の広間にはそこかしこから沸き起こる賑やかな声が木霊する。

「陽菜ちゃん……だ、大丈夫？」

「だ、だいじょ、ばない、ですっ」

　そんな会場の片隅で、場違いすぎる空間に身を置いた陽菜の緊張はピークに達していた。そのせいか、こちらを心配そうにのぞき込む智人の言葉への返答も、最早日本語として機能しているか危うい。

「大丈夫だよ。俺がさっき言ったことを思い出して」

　不安と緊張で心臓が押しつぶされそうになる。そんな陽菜の耳に届いたのは、どこまでも優しい彼の声。徐に顔を上げれば、己の心を移すがごとく揺れ動く視界に、大好きな笑みが広がる。

『難しい話に参加しなくても大丈夫。君は、俺の隣に立って、笑顔で会釈してくれるだけでいい。滅多に来ることなんて出来ない一流ホテルの美味しい料理、たくさん食べようね。あ、でも……お酒はほどほどにして？』

　彼の言葉に促されてか、ホテルへ来る途中の車内での会話が脳裏に蘇る。

　一向に緊張しっぱなしの自分を、智人は常に気にかけてくれるが、そんな彼を目の当たりする程、申し訳なさが募る。

　この日のために散々準備をし、覚悟をしてきたはずなのに、会場のあるホテルへ一歩足を踏み入れただけで、日々少しずつ築き上げてきた心の要塞はいとも容易く崩壊した。

　今の陽菜は、パーティードレスという鎧を辛うじて身につけているだけ。この場を乗り切るための術など一切持たない彼女に出来ることと言えば、ただ会場の片隅で震えることくらいだろう。

　しかし、そんな事をしては、これまでの日々がすべて無駄になる。数多いるだろうこの場に相応しい女性ではなく、自分という存在を信頼し手をのばしてくれた彼を裏切ることだけは、どうしてもしたくなかった。

「あ、智人さん」

「ん？」

　いつまでも俯いてばかりはいられないと、心の中で精一杯の喝を入れた彼女は、ぎこちない動きながら隣にたたずむ男を見上げ、その名を口にする。

「わ、私……頑張ります」

　自身の決意を伝えようと言葉を続けるが、一向に消えない不安のせいで声が震える。声量も会場の騒音にかき消されそうな程小さい。

（ち、がう……こんなんじゃ……）

　思い描いていた決意表明には遠く及ばない現実を前に、その心はたちまち萎縮していく。

　今回、パートナーとして自分を選んでくれた智人が終始胸を張っていられる女でいようと思っていたのに。

　彼の隣にいても遜色ない女性であり、尚且つ彼を引き立たせられる存在であろうと思っていたのに。

　今の自分は、何一つ出来ていない。むしろマイナスだ。

「……うん。一緒に頑張ろう」

　一度奮い立たせたはずの心が力なく萎んでいく。そんな時、耳をくすぐるのは、穏やかだが、どこか力強さを感じる声。

　瞼を瞬しばたたかせながら、俯きかけた顔をあげた瞬間、着慣れないドレスを纏った腰が力強い腕に引き寄せられる。そして、心を覆い隠していた曇天を晴らす太陽のぬくもりが半身を包み込んだ。




　その後、智人にエスコートされるまま、陽菜は会場内中心へ足を進める。

　流石大企業の社長という役職に就いている彼の周りには、絶え間なく人だかりが出来、二人は幾度となく足を止めた。

「久しぶりだね、真野君。君のおかげで、提携して作った商品の売れ行きは順調だ」

「お久しぶりです。いえいえ、私なんてまだまだですよ。今回のプロジェクトの成功は、そちらの優秀な社員さん達のお力あってのことです」

　智人は声を掛けられるたび、にこやかに相手と言葉を交わしている。会話の内容は、やはり仕事関係のものがほとんどで、彼の会社と一切関係のない職場で仕事をする陽菜にとっては首を傾げるものばかりだ。

　ちらりと隣に立つ彼を見上げれば、普段は決して見せない、穏やかな中に鋭さを滲ませた表情を浮かべている。身なりに口調、そして言動。今日一日で、これまで見たことの無いたくさんの智人を知ることが出来、驚きと嬉しさで胸が満たされる。

　多くの社員を抱える会社の社長として振る舞う智人からは、これまでと一味違う魅力が溢れてくる。陽菜はそれを純粋にかっこいいと思った。

「ふふっ」

「……っ！」

　新たな彼の魅力に気づき、心をわずかに浮つかせた時、不意に聞こえる涼やかな声に気づいた。反射的に顔を上げると、智人と親しげに話す男の連れだろう女性と目が合う。

　豊満な胸元を、己の腕を絡めた太いそれに軽く押しつけ微笑む姿を前に、一時消えていた緊張が再び顔を出す。

　本来なら、彼女に聞こえるだけの声量で挨拶の一つでも出来れば良いのだが、全身を勢いよく巡る血液を心音と共に感じながら、ペコリと頭を下げるのが今自分に出来る精一杯だった。

「おや？　珍しいな、真野君が女性を連れているとは。しかも、可愛らしいお嬢さんだ。お名前をうかがってもよろしいかな？」

　こういう場合、何か会話をした方がいいのかと頭を悩ませていれば、智人と会話をしていた男の興味が自分へ向く。

　目の前にいる男女。両者の眼差しを受け、陽菜は引きつりそうになる頬を御し、精一杯の笑みを浮かべた。

「すみません。実は彼女、あまりこういう場に慣れていなくて……」

　すると、困惑するしかない自分へ智人が手を差し伸べてくれた。腰に回されていた腕にグッと力が入るのを感じれば、十数分ぶりに半身が彼の熱に包まれる。

　時に自身の腕に陽菜の腕を絡めさせ、時に彼女の腰を抱き寄せる。陽菜はパーティーが始まってからずっと、何かしらの形で隣にいる存在のぬくもりを感じていた。そのお陰もあり、慌てふためくばかりだった心がギリギリのところで平静を保てている。

　そして今も、暗に陽菜へ話しかけるなと相手をけん制し、智人はピンチを救ってくれたのだ。

「あらアナタ。私という者がありながら、若い子に目移りするのはいかがなものかしら？」

　そして驚くことに、次の瞬間、これまで男性と仲睦まじく寄り添っていた女性が、隣に居る彼の耳をつまみ引っ張り始めた。そのまま女性は片目を瞑り、こちらに何かしらのサインを送る。

　だが、その意味を理解するよりも先に、突如目の前で起こる痴話喧嘩と、それに至る経緯をわかっていない陽菜は、男女のやりとりをポカンと見つめるしかない。

　二人が二十年以上連れ添う夫婦であること、そして終始緊張しっぱなしな陽菜を、妻である女性が助けてくれたことを知るのは、もう少し先の話だ。










最終章

悪女からの一発逆転











　パーティーがお開きになったのは、日付こそ越えていないが、すっかり夜が更けた頃。

　参加者のほとんどは、用意されていたタクシーか、秘書の運転する車で帰っていった。そんな彼らを、智人は涼しい顔で見送り「行こうか」と陽菜の手を握る。

　突如提案された事態が飲み込めず、首を傾げるしかない彼女に、彼は微笑みかけた。

「今日は二人共お酒飲んじゃったし、急いで帰るのも気忙しくて嫌だから……今日はここに泊まっちゃおう」

　口を開き紡ぐ言葉と共に、智人は空いている手で天井を、つまりホテルの上階を指し示す。

　唐突な誘いによる衝撃は、陽菜の体内に微量ながら入ったアルコールを全身へ巡らせ、彼女の身体を熱くする。

「……やっぱり、帰る？」

　こちらがいつまで経っても返事をしないことに焦りをおぼえたのか、伏せていた視界に顔を覗き込む男の姿が映る。眉は下がり、色濃い困惑が滲む顔だ。

　そこにいるのは、会場内に居た社長真野智人ではなく、自分がよく知る智人。

　自分より明らかに経験豊富な男性を前にしても、臆することなく相手の懐に入り込み、各々の会社に利益が出るよう話を運ぶ。たった数時間しか見られなかったその人の横顔に、陽菜は不覚にも見惚れてばかりだった。

　己より何十倍も頭が回ることを見せつけられた。彼はきっと、普段から様々な考えを巡らせ立ちまわっているのかもしれない。

　それはもちろん、陽菜の前であっても。そうでなければ、あんな余裕と包容力の説明がつかない。

「……行く」

　きっと真っ赤だろう顔を見られたくなくて、智人の視界から逃げるように彼の胸元へ飛び込む。ピクリと自分より大きな身体が震えたことに気づいたが何も言わなかった。腰に回された腕に力が入り、二人の身体の隙間が消えた。

　そのまま二人は寄り添うように人気のないエレベーターへ乗り込む。

　智人が迷いなく目的階のボタンを押せば、鉄の箱はすぐにそこを目指し上昇を始める。何も言葉を交わさず、静まり返った密室空間で陽菜が感じるのは、自分を包むぬくもりだけ。

　その心地良さのなかで、普段より加速する心音に気づいた彼女は、今日何度もくり返した現実を再度認識する。

　ずっと前からもう気づいていたかもしれないそれに、目を背けるのは今日で終わりにしよう。男など懲り懲りだと思っていたはずの自分が、今、隣に立つ男を愛していることを、現実として受け入れようと、彼女は小さく頷いた。







　智人と共にやってきたのは、彼が事前に予約しておいたと言うスイートルームだった。

　緊張のあまり陽菜が体調を崩した時用に、なんて照れくさそうに説明する男の言葉に、こちらまで顔が熱くなる。

　今日はもう寝るかと問われるが、疲労こそあれ、ようやく二人きりになれた時間を終わらせるのが勿体なくて、陽菜はまだ起きていると主張した。

　二人でゆっくり呑み直そうかという彼からの提案に即頷き、一つのルームサービスのメニュー表を一緒になって覗き込んだ。




「本当に、今日はお疲れ様」

「智人さんこそ、お疲れ様でした」

　智人が慣れた様子で部屋にある電話越しに注文を終え、しばらくすると、スタッフによりワインと軽食が運ばれてきた。

　互いのグラスにほのかに色づいた白ワインを注ぎ合った彼女達は、相手を労う言葉と共に視線を交わし、手にしたそれに口をつける。

　智人が選んでくれたワインは、先程まで口にしていた酒より口当たりがやわらかく飲みやすい。そんな印象を抱きながら、これもきっと彼なりの気遣いだと思い至る。本当にこの人は、どこまでも先を読む人だと、呆れを通り越し感心すら覚えそうになった。

「あはは、何ですかそれ」

「あ、疑ってるの？　本当にあった話だからね」

　ワインと軽食を口にしながら、時間など気にせず他愛もない会話に花を咲かせる。明日が休日で良かったと心の中で安堵しながら、陽菜は何杯目かになるワインを飲み干す。

　今日は取り分け気分が良く、いつも以上に酒が進む。

　智人の同伴者としての役目を無事果たせたという達成感、一か月間肩にのしかかっていた重圧からの解放、そして好きな人と過ごせるほのかな高揚感が、いつも以上に彼女の思考を緩くする。

「この間は、変な事を言って、たくさん困らせて……ごめんなさい」

　会話が途切れ、沈黙が周囲にしばし流れると、酔いも手伝い陽菜の口からキス事件についての謝罪が零れ落ちた。すると、ずっと心につかえていたモノが剥がれ、不思議と気持ちが軽くなる。

「ああいう事は、ちゃんと好きな人としなきゃ」

　そんな彼女の耳に届いたのは、彼女を諭す様な苦笑交じりの声。それを聞いた瞬間、軽くなったはずの心が荒れ始めた。

　出会った頃から変わらぬ彼の口調は、普段から緊張を解してくれる不思議な力を持っているように思え大好きだ。その想いが反転するのは、無意識に智人を男として意識した時だったのかもしれない。

　これまで、時折胸の奥で感じていた不快感は、自分が彼の瞳に女として映っていないと気づいた悔しさのせい。今ならそれがわかる。

　一度意識すれば、智人が自分に向ける視線を気にし、その意味をつい後ろ向きにとらえてしまう。そして同時に抱くのは、陽菜にとって初めての欲。

　――彼の瞳に女として映りたい。

　そんな羞恥まみれの欲が、不意にポンと背中を押した。それを悟ったのは、唐突に唇越しに伝わる熱に気づいた時。

　子供扱いを止めない男の唇を、容赦なく己のそれで塞いだと理解したのは、さらに数秒後のことだった。

「わっ、私がキスしたいと思うのは、智人さんだけです！」

　自らキスをせがんだあの夜以上に火照る身体から意識をそらそうにも、衝動のまま開閉をくり返す唇、震える声帯が、出来ないと強く主張する。

　どうにかして目の前にいる男の意識を自分へ向けたい。その一心で、智人の両肩を支えにし迫る陽菜。この部屋にいるのは自分達だけ。恥や外聞などこの際捨ててしまえと、自分の中にいるもう一人が強く背中を押してくる。

「ひ、陽菜ちゃん！　と、とりあえず落ち着こう。ね？」

　グイグイ迫る彼女を前に、智人は目に見えてわかるくらい動揺していた。

　それでも、平静を保とうと必死なのか、時折視線を泳がせながら、ぎこちなくドレス越しに陽菜の腰へ手を添える。そのままやんわりと距離を取るつもりなのか、二人を引き離そうと無骨な手が動く。

「恋愛、なんて……っ、もう懲り懲りだと思ってたのに！　ぐすっ、偽物の彼氏なだけなのに……っ」

　それらの行動に気づけば、考えるよりも先に口が動いていた。

　熱くなる目頭、そして膜でも張ったかのように揺らぐ視界。大きく瞳を見開いて自分を見つめる男へぶつける言葉を、選りすぐる心の余裕は無い。

「貴方のそばにいると、居心地が良すぎるの……もう、離れ、られない……」

　無意識に啜った鼻の音や、頬を伝う黒い雫を認識せず、次第に力なく萎む震えた声と共に、彼女は目の前にあるワイシャツに顔を埋める。自分がどんな言葉を口にしたか、半分以上理解しないまま、強張っていた全身から力が抜けていくのがわかった。

　その状況に後悔の類は抱かず、陽菜の心にあるのは、やり切ったという、どこか誇らしげな小さい満足感だけ。

「……っ」

　ゆっくり瞬きをすれば、また涙が頬を伝う。その感覚にようやく気付いた彼女は、自分がいつの間にか泣いていたことを、初めて認識し、そして恥ずかしいと感じた。

　半分無意識下で行った愚行を思えば、先程まで熱かった体内の熱がサッと引いていく。今更のように激しい後悔と困惑に苛まれた。

　すると突如、その身体はふわりと宙へ浮く。

「え？　智人さ、何を！」

　思わず顔を上げると、あの夜を思い起こさせる程近い距離に、彼の顔があった。

　唐突な浮遊感と、至近距離にある顔を前にすれば、酒と激昂のせいで鈍くなった思考でも、智人に抱き上げられたとわかった。

　背中と膝裏に回された男らしい腕に、意識が向いて仕方ない。

　一人困惑する陽菜を置いてきぼりにし、彼はこちらを向かず無言のまま歩み出す。

　そのまま、広々とした部屋から数歩程移動すれば、彼の視線が向く先にあったベッドルームへたどり着く。

　陽菜がそれに気づけたのは、普段自分が横になっている物とは比べ物にならない程心地よいスプリングを背中に感じ取ったため。

　智人によって自分はそこへ運び込まれた。だとしたら理由はと、徐々に冷静さを取り戻す脳が答えを模索する。

「……っ」

　ここは一度起き上がり、彼と対話しなければいけない。そんな使命感に似た感情に突き動かされベッドの上に起き上がる陽菜だったが、支えにする腕へ力を入れた瞬間、再びその身体は心地良い場所へ沈みこむ。覆いかぶさるように体重を預けてきた、男の手によって。

「前のクズ彼氏には感謝しなきゃなあ」

「へ？」

　智人が自分を押し倒した理由を問うよりも先に、これまで見た中で一番清々しい笑みを浮かべる彼と目が合う。

　目の前にある口が紡ぐ言葉の意味がわからず、思うように言葉を紡げない。その様子を見下ろす彼の瞳に映るのは、いまだ戸惑いの中にいる自分だ。

「そのお陰で、俺はクリスマスに、こんな可愛い贈り物を貰うことが出来たんだから」

　再び目の前にある唇が言葉を紡ぐ。それを理解するよりも先に、己を射貫く灼熱の眼差しに気づくと共に、彼女の声は奪われる。

　目の前にいるのは、グロスが艶めく唇を喰らう飢えた獣だった。







　照明を限界まで落とした薄暗いベッドルームに響くのは、シーツがこすれる音に、熱を孕んだ二人の息遣い。そして、ひと月前の記憶を呼び覚まし、瞬時に塗り替える程の相手を求めあう口づけが奏でる水音くらいだ。




『泣かせてごめん。俺も、陽菜ちゃんが……陽菜が好きだよ。今から、俺のものになって。正真正銘本物の恋人に』

　ベッド上で唇を奪われた陽菜を待っていたのは、望むなど許されないと思っていた、愛する人からの告白だった。

　その言葉に陽菜は涙を流し何度も頷く。聞いたばかりの言葉は、脳内でリフレインし、ゆっくりと脳へ、そして心へ染み込んでいった。

　次第に落ち着きを取り戻す彼女は、止めどなく溢れる涙に咄嗟に目元を覆った手を退ける。すると、そばに居たはずの姿が消えたことに気づき、心臓を握りつぶされるような苦しさを感じた。

　大役から解放されたことで、都合の良い夢でも見たのかもと、彼女の心に暗い影が差し込む。

『陽菜ちゃん』

『……？』

　そんな自分を呼ぶ声に顔を上げると、何かを手にベッドへ近づく智人の姿を見つけた。自分が泣いている間に、どこかへ行っていたらしき彼は、おもむろにベッドの上へ腰を下ろすと、持っていたものをこちらへ差し出す。

『ここ、結構いいホテルだから、もしかして……なんて探したらビンゴだったよ』

　そう言って彼は無邪気に笑う。戸惑うまま彼の手元へ視線を向けると、そこにあったのは、ホテルロゴが入ったアメニティグッズの一つ、クレンジングシート。

『そのまま目を擦ったら、マスカラで余計に傷つくかもしれないから……とりあえずこれでメイクを落として。あと、泣くのと、目を擦ることも終わり。笑って、いつもみたいに』

　彼は、陽菜の大好きな笑顔と言葉を惜しみなく差し出す。それが、彼女の涙腺を更に刺激するとも知らずに。




　メイクを落とした陽菜は、再び智人の腕に抱きこまれ、大好きな熱と匂いに満たされた。そんな彼女の目元を労わるように、キスの雨が降り注ぐ。くすぐったさに身を捩れば、鼻先、頬、と標的を変えられ、最後の的となった唇への攻撃はいつまで経っても止む気配無しだ。

　智人とキスをする事自体初めてでは無いのに、やはり羞恥心が先立つ。それでも、一か月前とは違い、ほんの少しだけ、彼から与えられる熱と快楽を受け入れられた気がする。

　もっとこの人が欲しいと、無意識に彼の肩に置いた手に力をこめる。すると、嬉しそうに笑う小さな音が耳元で聞こえた。

「ん……あの、さ。エッチは、結婚した後って話、聞いてたけど……ごめん。俺、もう限界」

　気づけば、ベッドの上に座る恋人の膝の上に乗り上げるような体勢のまま唇を合わせていた。そんな最中、不意に唇を湿らす温い雨が止み、かわりに心地良い低音が鼓膜を震わせる。

　瞬きをした後視線を向けると、陽菜の瞳に、これまでで一番情けなく、そして愛おしい男の顔が飛び込んでくる、智人の上に乗り上げているせいで、彼が何を限界と伝えたがっているのかはすぐにわかった。経験こそ無いが、彼女もそこまで無知ではない。

　こんな状況でも、陽菜の貞操観念を尊重せんと、彼は頑張ってくれている。

　限界と力なく笑うくせに、陽菜が本気で拒絶すれば、この人はきっと――。

　智人は、どんな時でも智人なのだと改めて理解し、そんな彼を受け入れようと、これまでされるままだった陽菜が初めて動く。

「智人さん……んっ」

　温度が少々下がったものの、ずっと身体は火照り続けていた。その熱が沸き立つのと同時に、彼女は小さく男の名を呼び、目の前にあった唇を塞ぐ。これまで同じような行為を少なからずしてきたはずなのに、今が一番緊張しているかもと思いながら、数秒後に唇を離す。

　すると、これまでの驚愕に満ちた表情ではなく、驚きこそあれ、どこか嬉しそうに目を細める彼と目が合った。

　全身を巡る熱が、一際頬へ集中していると気づきながら、陽菜は羞恥心を押し殺し、また智人の唇を食む。今度はそれで終わらず、ぎこちない舌遣いで強請るように閉じたそこを舐め、隙間が出来れば懸命に奥へ舌先を押し入れる。

「はっ、ん、ふぁ……して、ください。ん、ちゅ……私も、智人さんと……したい、です」

　先程感じた悲痛な痛みとは違う、押しつぶされそうな羞恥の痛みを胸に感じた瞬間、空気の通る隙間さえ惜しいと己を掻き抱く腕の中にいる自分に気づいた。




　あれから、どれ程時間が経ったのだろう。

　陽菜と智人は、相手のそれを溶かさんばかりに目の前にある唇を貪り続けている。

　彼女が智人の首に回した腕も、彼が自分の太ももに乗り上げる陽菜の腰を抱く様子も、変わらない。そんな二人の変化と言えば、揃って一糸まとわぬ姿でいるくらいだ。

　恥ずかしがる陽菜を案じ、最低限の明るさまで照明の落とした室内。そこで、キスによって与えられた快感に溺れ始めた彼女の隙をつくように、智人は器用に恋人からドレスを剥いだ。そして自分が着ていたスーツも同様に脱ぎ捨てたのだろう。視界の端、ベッド下に散乱する布らしき物体を、陽菜の瞳はもう幾度となく認識している。

　素肌をさらけ出したことで彼女の羞恥心は膨らみ、そして、心の奥底で燻る興奮が徐々に外へ滲み出していく。

「あ、はっ……ひゃう」

　そんな彼女の口からは、口づけの合間に砂糖を溶かし込んだ甘い吐息と嬌声が幾多も零れ落ちる。まるで楽器のように。演奏者はもちろん智人だ。

　彼は脱がす物が無くなった手先の寂しさを紛らわさんと、執拗に陽菜の全身を撫でまわし、突き、つまみ、彼女を翻弄するような愛撫をくり返す。

「は、ぁ……ここ、気持ちいい？　もうグチョグチョだよ」

「あぁっ」

　耳元で囁かれる指摘に、また身体が熱くなる。恥ずかしいと思ったにも関わらず、散々智人に弄ばれた秘芽を再度強く摘ままれた途端、蜜壺から新たな蜜が溢れ、既に濡れそぼった彼の手を容赦なく汚していく。

　ハジメテの痛みを軽減するためだと言われ、智人から与えられる快楽を必死に享受してきた陽菜。

　だが、それももう限界に近い。

　己の上で悶え喘ぐ恋人の姿に興奮してか、落ち着いて聞こえるはずの彼の声が、先程から少し上擦っている気がしてならない。太ももを時折掠める己ではない熱の存在にも、とっくに気づいている。

　二人共、もう限界が近い。こちらより智人の方が状況を理解しているはずなのに、焦らしプレイのごとき現状が、無知な陽菜をこの上なく大胆にさせた。

「智人さん、智人さんっ……ねえ、もう……っ、ふ、んん」

　彼女は愛液でぐっしょり湿った秘部を、そこを解していた彼の手に押しつけ、この先を強請る。これでは痴女同然だと心の中で自嘲するが、すっかり顔を出した本能が彼女の中に残った理性を飲み込んでしまい、歯止めが利かなくなっていた。

　陽菜は愛しい人の熱を求めんと、目の前にある唇を食み、その口内へ己の舌を滑り込ませた。無防備な乳房が自分の身体と彼の胸板の間で押しつぶされるのも厭わず、肌を密着させ、何度も恋人の名を呼び強請った。

「ああ、もう！」

「っ！」

　途端に聞こえたのは、彼の苛立った声。同時に両肩を掴まれたかと思えば、己の意思と関係なく身体が後ろに倒れこむ。

　受け身を取る余裕が無い陽菜の身体を、上質なマットレスはしっかり受け止めてくれた。小さくベッドの上で跳ねる浮遊感に気づき、瞳を瞬かせる彼女の視線がとらえたのは、視界端に映り込む天井と、大部分を占める智人の顔だった。

　先程までこちらが見下ろしていたはずの顔が、至近距離で自分を見下ろしている。それをすぐに理解し、受け入れるなど不可能。そんな彼女の脳内には、たくさんの疑問符が浮かぶ。

　自分を見下ろす、彼のギラついた鋭い視線に囚われたと気づかされるのは、一度止んだ快感を越える熱く激しい快感をその身に受ける瞬間だった。




「いっ、あ……は、ああっ」

　蜜壺から愛液が溢れ出す程、散々智人の愛撫によって慣らされたと言っても、痛みが無くなるわけではないらしい。

　天を仰ぐ己の昂りに、手早く持参していたと思わしき避妊具を装着した智人の手によって、陽菜はこれまでずっと足踏みし続けた扉の向こう側へ足を踏み入れた。

「くっ、はぁ……き、っつ」

　普段の余裕は消え去り、苦しげだが、多大な色気を纏った呻き声が、すぐそばで聞こえる。それを辛うじて智人の声と認識した彼女は、今自分と交わっている人物が、己を女にしてくれた人が、愛する彼だと理解し思わず目に涙を浮かべた。

　自分の一部ではない太く熱い異物が己のナカにある。その存在感の大きさを愛おしいと思う余裕など、今の陽菜には無い。

　いまだ二人が交わっている部分は鈍く痛み、皺が寄るシーツを気にせず両手で掴んでいないと、苦しさに負けそうな気がした。

「陽菜、ちゃん、はぁ……だい、じょうぶ？」

「智人、さ……熱い、の。はぁっ」

　彼の声が聞こえ、閉じていた瞳をゆっくり開く。すると、不安げにこちらを見つめる瞳がそこにあった。痛いと正直に言えば、この人を傷つけるだけだと直感的に理解し、もう一つ感じているものを必死に訴えた。

　逃げ場を求める熱が体内を蠢いているようで怖くなった。だが、耳元で何度も名前を呼ばれると、少しばかり心が落ち着く。

　こちらの意識を分散させようとしてか、カサついた唇と無骨な手による愛撫が再開する。

「んん、は……怖がらなくても大丈夫だから。落ち着いて、俺にすべて任せて」

　そう言いながら、彼は顔中にキスの雨を降らせた後、一際濃厚なそれを唇へ贈ってくれた。

　そして今度は猫が飼い主にじゃれるように、耳裏や首筋へ唇を寄せる。陽菜が好きだと、愛していると、たくさんの囁きと共に。

「……っ」

　額に滲む汗、時折苦痛に歪む顔、そして膣内でドクドクと存在を主張する彼の熱。すべてが彼の状態を教えてくれる。今この人は、自分のために必死に己の欲望と闘ってくれていることを。

　それを理解した瞬間、何にも代えがたい嬉しさが溢れ、これまで瞳を潤ませるだけだった水滴が雫となって溢れ頬を伝った。

「え、嘘！　陽菜ちゃん、どうして泣いて……ん、ふ」

　こんなにも素敵な人が自分を愛してくれること、そんな彼を愛することが出来たことが、どうしようもなく嬉しい。これまでのどんなぬくもりとも違う、幸せという名のぬくもりを感じていれば、ひどく焦った彼の声が聞こえた。

　困惑のなか智人の姿を見つけんと視線を動かす彼女だったが、目元に覚えたぬるりと温い感覚に、戸惑いが増していく。

「ちょっと、待って。これは、うれし涙です！」

　自分の涙を懸命に舐め取ろうとする彼の様子に気づき、慌てて己の状況を声に出し伝えると、執拗に目元へ押しつけられていた舌の動きがピタリと止んだ。

　そのまま、恐る恐る顔を離した智人は、改めてこちらを心配そうにのぞき込んでくる。彼を安心させたい一心で、精一杯の笑顔を浮かべると、額同士が小さくぶつかる音に混ざり安堵の吐息が耳をくすぐった。

「最後まで……いい？　無理ならやめ……」

「して、ください。最後まで」

　こんな時でさえ陽菜に選択権を委ねる恋人。その言葉を遮るように声を発すれば、ゴクリと息を呑む音が聞こえた。




「もう一生離さないから、覚悟しておいて」

　互いに相手を気遣う余裕が消え、愛する人の身体を抱きしめながら、本能のまま愛欲に溺れかけた時、やけに掠れた低音が耳元で聞こえた気がしたが、内容までを理解する余裕はもう残っていなかった。







　パーティーに参加した疲れと、初体験の疲労でヘトヘトになった陽菜は、智人の腕に中で、気を抜けば落ちそうになる己の意識と闘っていた。

　あの後二人は、互いの腕の中で幸福に満たされながら達することが出来た。それからは、ぐったりとその場に横たわった陽菜の身体を、智人が甲斐甲斐しく介抱し清めた。汗と欲に濡れていない清潔なベッドへ移動した二人の身体には、風邪を引かぬよう掛け布団がかけられている。

（さっき、何て言われたんだろう……）

　舟をこぎながら考えるのは、果てる寸前耳元で囁かれた言葉。智人が何か言っていたことは記憶しているが、襲いくる睡魔のせいもあり内容が上手く思い出せない。

「陽菜ちゃん。今日はもう遅いし、疲れただろうから、ゆっくり休んで」

「ん……智人さんも？」

「ふふっ、俺もちゃんとここで寝るから安心して。朝になったら起こしてあげるから……おやすみ、陽菜」

　骨張った指で何度も髪を梳かれる心地良さが、余計に眠気を誘う。チュッと額へ贈られた口づけを意識の隅で感じながら、彼女は完全に瞼を閉じた。




　一足先に夢の中へ旅立った陽菜は知らない。

　眠り続ける自分の顔を観察し、智人が幸せそうに頬を緩めていたことを。

　左手薬指に、智人がダイヤのついた婚約指輪を嵌め、そこに口付けたことを。

　パーティーで身につける装飾品を選びに行った際、彼がこっそり指のサイズを確認した後、密に注文していたことなど、知る由もない。




　彼女がすべてを知り、声にならない悲鳴と共に赤面するまで――あと数時間。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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